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第一表…Sachsen丨の都市発生

ぐ\ 都市の型

\ 定住" ^  
\ 形 態  

成立\
昨期\

都 市 小都市 市場町

自生型計画型韵生型|評画型岛生型計画型

10 C 1
■■ 1

11 C 2

12 C 5 1

13 C 2 19 10 14 1

14 C 1 12 12 18 4

15 C 6 12 9 7

16 C .1 7 8 7

17 C 2 1 2 5 2

18 C 18 1

19 C 1 9

20 C 16 2

計 1 20 50 43 51 51 3

K. Blaschke, Historisehes Ortsverzeichnis von Sachsen, 
4 Bde, 1957.より作成。

第二:表 Oberlausitzの都市発生

K. Blaschke, Historisehes Ortsverzeichnis von Sachsen, 
Bd/ 4,1957.より作成。 、

中
世
都
市
の
前
期
的
市
場
体
制
の
君
臨
を
太
幅
に
許
し
て
い
た
と
い
え
よ
ぅ
。

,

■

と
こ
ろ
で
こ
の
事
実
は
、
上
ラ
ゥ
ズ
ィ
ツ
ツ
に
お>

て
は
結
局
い
わ
ゆ
る
局
地
的
市
場
圏
の
成
立
が
箸
し
く
妨
げ
ら
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い 

る
が
、
我
々
は
そ
の
莲
本
的
理
由
を
封
建
制9

内
部
構
造
に
求
め
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
地
方
に
近
世
初
頭
以
来
確
立
し
.た
領
主
直
営
地
拡
充
に
基 

く
家
産
的
農
村
支
配
.

(

直
営
農
場
領
主
制)

こ
そ
，
農
民
を「

世
襲
隸
属
領
民」

E
r
b
l
r
t
a
n
e
n

め
地
位
，に
陥
れ
、.
広
範
な
直
接
生
産
者
に
よ
る 

民

富

<{
0

|
2.
0ぽ
|

の
形
成
を
妨
げ
た
'の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
‘民
富
.の
形
成
の
阻
止
こ
そ
が
、
自
生
的
農
村
市
場
、
従
っ
て
局
地
的
市
場 

圏
の
発
展
に
と
っ
て
基
本
的
障
害
と
な
る
の
で
あ
る
。
:
： 

•
: 

'

さ
て
こ
の
よ
ぅ
，な
特
徴
を
も
つ
上
ラ
ゥ
ズ
ィ
ツ
ツ
に
も
農
村
か
ら
の
自
生
的
市
場
の
発
生
が
全
然
無
か
っ
.た
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
十
八
、
九
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湯
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.
1、
後
進
型
農
村
市
場
啦
の
藷
類
型
：

:

-

.

—

^
農
業
制
度
と
の
_

連
に
お
い
て
I

- 

...

私
は
先
に
エ
ル
べ
河
を
挾
び
中
独
ザ
.ク
セ
シ
の
農
村
都
市
、.市
場
町
の
歴
史
的
発
生
に
つ
い
て
分
析
ば
た)

。
そ
の
際
エ
ル
べ
河
の
東
方
±1
ラ
ゥ 

.ズ
ィ
ッ
ッ
と
エ
.ル
べ
河
\の
西
方
0
本

来

の

ザ

ク

，
セ

.

.ン
地
方
の
間
に
は
、
農
村
都
市
成
立
：：に
つ
い
て
著
し
い
相
違
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お

(

主 

2

)

. 

‘ 
.

い
.た
'0
念
の
為
に
今
一
度
第
一
表
、'
第
二
.表
の
統
計
を
あ
げ
て
.お
こ
¥

•
 
:

.

.

.

.

.

.

.
 

.
 

..

..
 

.
 

...
 

.
: 

.

る
±
ニ
世
紀
を
頂
点
と
す
る
古
典
的
中
世
都
市
の
：発
生
、
こ
れ
に
.続
き
十
三
、
四
世
紀
に
頂
占
を
迎
え
る
中
世
的
小
都
市
、
さ
ら
に
こ
れ
と
踵
を

• 

■ 

• 

. 

. 

.

.

.

.

. 

... 

.

.

.

.

.

.

接
し
て
十
四
、
五
世
紀
.に
頂
点
を
も
つ
農
村
か
ら
の
自
生
的
小
都
市
、
そ
し
て
最
後
に
十
五
世
紀
以
降
の
農
村
市
場
町
の
成

立

と

い
ぅ
連
続
的
四

か
み
.
.

段
階
が
、
'上
ラ
ゥ
ズ
ィ
ッ
ッ
で
は
非
常
に
不
正
常
な
.姿
を
と
る
。
古
典
的
中
世
都
市
と
こ
れ
に
続
く
中
世
的
小
都
市
の
成
立
が
、
と
.も
か
く
ザ
ク 

セ
ン
全
体
の
，ー
般
的
傾
向
に
合
致
す
る
の
に
対
し
_て
、
.自
生
的
農
村
的
小
都
市
の
成
立
は
極
め
て
弱
く
、
農
村
市
場
町
の
発
生
.は
十
八
、
九
世
紀 

に
集
中
し
て
，い
る
.？
だ
か
ら
全
体
と
.し
て
こ
の
地
方
.に
お
い
て
は
、
中
世
後
期
、
近
世
初
頭
め
農
村
内
部
か
ら
の
自
生
的
市
場
の
発
展
が
弱
く
、



世
紀
に
は
か
な
り
の
数
の
市
場
町
が
成
立
し
て
い
る
。
そ
こ
で
木
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
農
村
市
場
町
の
，実
態
及
び
そ
の
成
立
条
件
に
っ
い
て

':
若
干
考
察
し
ー
て
み
だ
い
0

:

,;
.
:-'
■

.
■

' 

.一.

. 

• 

: 
■ 

■ 

■ 

- 

.

.

こ
の
地
方
の
農
村
市
場
町
に
つ
い
て
は
、
そ

の
大
部
分
が
騎
士
農
場Rittergut.

と
密
接
な
関
り
を
持
.っ
て
レ
る
こ
と

に
留
意
し
な
く
て

太
な

..
 

.

 

•

 
■

 

-

 
.

 

•

ら
.な
い
。
す
な
わ
ち
十
四
世
紀
以
来
こ
の
地
方
に
成
立
し
た
農
村
市
場
町
十
七
め
内
、.
こ
の
種
の
閼
り
が
示
さ
れ
る
の
は
実
に
十
三
で
あ
る
。
も 

っ
と
も
こ
の
内
、分
割
直
営
農
地
で
あ
るv

o
r
w
e
r
k
、

の
み
存
在
す
る
も
の
ニ
、十
九
世
紀
'に
お
い
て
始
め
て
騎
士
農
場
の
存
在
を
確
認
し
う
る
も 

.

の
一
が
あ
る
が
、.そ
れ
に
し
て
も
こ
の
地
方
の
市
場
町
，の
圧
倒
的
部
分
が
、
直
営
農
場
領
主
制
の
直
接
の
影
響
の
下
に
：あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ 

る
。
さ
.ら
に
市
場
町
成
立
以
前
に
す
で
に
か
か
る
騎
士
農
場
の
敗
立
を
み
て
い
る
も
の
が
、
十
を
数
え
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
市
場
町
成 

:

立
に
つ
い
て
直
営
農
場
領
主
の
イ-1
シ
ャ
テ
ィ
ブ
が
十
分
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
十
八
世
紀
末
葉
以
来H

ル
ベ
以
東
に
お
い 

て
も
農
奴
的
身
分
の
解
放
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
叫
び
.は
有
名
な
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
の
シ
ュ
タ
イ
ン
•
ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
の
改
革
に
結 

実
し
た
。
し
か
し
そ
の
解
放
の
内
容
は
、
多
く
の
，研
究
者
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
.直c

呂
農
場
へ
領
t
が
西
ョ
ー

ロ
ッ
パ
に
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た 

産
業
資
本
主
義
社
会
に
上
か
ら
適
応
せ
ん
'と
し
て
ハ
. ^

っ
た
代
物
に
過
ぎ
.な
か
っ
た
。
つ
ま
り

農
奴
身
分
解
放
の
結
果
は
、
そ
れ
ま

で

の
家
產
的
農 

奴
的
経
営
を
、
前
期
的
半
封
建
的
性
格
の
資
本
制
経
営
へ
.と
苒
編
し
、
農
奴
を
土
地
か
ら
一
層
分
離
し
.て
前
期
的
賃
労
働
者
に
強
行
転
化
せ
し
め 

た
に
過
ぎ
な
い
。
上
ラ
ゥ
ズ
ィ
ッ
.ッ
に
お
け
る
農
村
市
場
が
既
存
の
騎
士
農
場
村
落
々
中
心
に
十
八
、
九
世
紀
に
発
生
し
て
い
る
^
実
は
、
こ
の 

よ
う
な
直
営
農
場
領
主
.'によ
：る
上
か
ら
の
近
代
化
の
反
映
と
み
る
ベ
身
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
は
こ
の
地
方
の
農
付
市
場 

の
成
立
と
い
う
事
実
か
ら
、
十
八
、
.九
世
紀
に
こ
.の
地
方
内
部
に
い
1わ
ゆ
る
局
地
的
市
場
圏
、が
成
立
し
て
い
た
と
即
断
す
る
.の
は
、
い
さ
さ
か
無 

理
で
あ
る
と
い
'わ
ね
ば
な
ら
な
い
。；
た
し
か
に
後
に
み
る
よ
う
に
こ
れ
ら
の
農
村
市
場
成
立
..の，背
景
に
は
、
苛

烈

な

封

建

領
主
の
殳
配
の
ア
で
執 

拗
に
繰
り
返
さ
れ
る
小
商
品
経
済
進
展
の
試
み
が
存
在
す
る
。、
特
に
農
村
内
部
に
広
範
に
形
说
さ
れ
た
農
地
を
持
た
ぬ
小
屋
住
や
借
家
人
達
が
、
 

或
は
領
主
直
営
農
場
へ
労
働
力
を
提
供
し
；
或
は
農
村
工
業
に
従
事
し
、そ
こ
に
日
常
必
需
品
の
局
地
的
購
買
が
行
わ
れ
る
場

合

、

そ
れ
は
一
種
の

局
地
的
市
場
圏
と
い
え
な
い
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、H

ル
べ
河
以
西
の
西
ョ
ー
口
ッ
パ
、
特
に
そ
の
先
進
地
域
に
お
い
て
、
広
範
な
農 

民
、
手
工
業
者
の
小
商
品
生
産
者
と
し
て
の
成
長
に
裏
づ
け
ら
れ
て
.、
.農
村
内
部
の
、
農
村
同
.士
の
•間
の
局
地
間
交
換
と
し
て
展
開
せ
ら
れ
た
厳 

密
な
意
味
で
の
局
地
的
市
場
圏
と
は
根
本
的
に
異
な
っ
た
性
格
の
局
地
的
市
場
な
の
で
.あ
る
。
k
密
な
意
味
の
局
地
的
市
場
圏
が
、
小
商
品
生
産 

者
と
し
て
の
農
民
の
経
済
的
繁
栄
、
そ
の
経
営
の
独
立
性
に
基
く
農
村
内
部
の
：商
品
交
換
の
場
と
し
...
て
発
展
し
、
や
が
て
は
農
村
共
同
体
そ
の
も
 

の
の
枠
を
突
き
崩
し
、
■局
地
間
交
換
か
ら
局
地
内
さ
ら
に
は
経
営
内
商
品
経
済
へ
と
進
展
し
、
近
代
産
業
資
本
^

-^
の
純
粋
な
培
養
基
と
な
る
の 

に
対
し
て
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
、辺
境
後
進
地
帯
や
世
界
の
到
る
所
で
み
ら
れ
る
事
実
上
の
賃
労
働
渚
の
形
成
や
事
実
上
の
産
業
資
本
主
義
の
形
成
に 

伴
う
局
地
的
市
場
圏
の
事
実
上
の
展
開
は
そ
れ
が
小
商
品
経
済
：の
順
調
な
進
展
，に
基
い
て
い
な
1>
:
た
め
に
、
.外
面
的
に
は
商
品
経
済
の
原
理
を
と 

り

い

れ
つ
つ
も
ま
さ
に
卑
俗
な
意
味
に
お
け
る
事
実
士
め
商
品
経
済
に
留
^
灰
、：.：.厳
密
な
局
地
的
市
場
圈
の
形
成
が
も
た
ら
す
と
こ

ろ
の
合
理
的 

商
品
経
済
の
論
理
を
採
用
し
よ
う
と
は
.し
な
い
の
：で

:%
^

«
っ
て
そ
こ
.で
；は
小
商
品
経
済
の
.進
展
の
歪
曲
も
し
く
は
压
殺
の
上
に
、
装
い
を
新 

た
に
し
た
前
期
的
商
品
経
済
が
開
花
し
.
、
' 人
は
そ)

の
外
見
の
：故
に
こ
の
よ
う
.な
発
展
を
も
産
業
資
本
主
義
進
展
の
道
と
見
誤
る
の
で
あ
る
。

-

 

/
‘
み

..
■

-

.

.

■

-

'

.

 

-

さ
て
我
々
の
問
題
と
し
て
い
る
上
ラ
ゥ
.ズ
ィ
ッ：

ッ
‘に
お
い
で
ば
、; .
-か
：か
る
前
期
的
商
品
経
済
の
新
た
：な
対
応
.は
、
.穀
物
生
産
地
帯
に
お
け
る
農 

場
領
主
制
の
前
期
的
農
業
資
本
主
義
へ

の
推
転
と
' 
農
村
工
業
地
帯
に
お
.け
る
前
期
的
問
屋
制
家
内H

業
と
中
世
都
市
的
生
産
及
び
流
通
の
規
制 

の
温
存
に
蕋
く
、
.な
し
く
ず
し
の
産
業
資
本
主
義
べ
の
移
行
に
代
表
さ
れ
る
。
我
.々
は
こ
の
地
域
：に
十
八
、
九
世
紀
に
か
な
り
広
範
に
成
立
し
て 

く
る
農
村
市
場
町
を
、
と
う
し
た
前
期
的
商
品
経
済
の
新
た
な
結
節
点
と
し
て
見
た
い
と
思
う
。
.我
々
は
こ
れ
か
ら
の
考
察
の
中
で
、
こ
の
地
域 

内
部
に
お
い
て
も
農
村
市
場
の
向
背
地
と
し
て
の
農
村
の
制
度
、
わ
け
て
も
と
の
*g..

に
支
配
_
で
あ
っ
た
騎
士
員
^
制
の
存
在
様
式
が
、
農
村 

市
場
町
の
か
な
り
異
な
っ
た
型
を
う
み
だ
し
て
ぐ
る
こ
と
を
.検
討
す
る
。
そ
の
際
南
部
山
岳
：*
森
林
地
帯
の
農
村
工
業
地
帯
で
は
、
小
商
品
経
済 

が
相
対
的
に
み
れ
ば
進
展
し
、
農
村
市
場
町
の
成
立
も
こ
れ
と
大
き
な
.関
連
を
有
す
る
こ
と
が
.明
ら
が
と
な
る
が
、
そ
の
場
合
で
も
我
々
は
以
上 

に
考
察
し
た
遮
本
的
特
質
が
妥
当
す
る
と
考
え
て
い
る
。
.
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さ
.て
今
第
•-
*
図
、
第一,

一
図
、
第
三
図
を
参
照
す
れ
ば
、
上
ラ
ウ
ズ
：イ
ツ
ツ
地
方
：の
農
業
構
造
、
特
に
農
地
と
集
落
の
砂
態
及
び
都
市
、
小
都

(

注 

5
.

)

市
、
布
場
町
の
分
布
が
明
瞭
に
.読
み
と
れ
る
。
す
な
わ
ち
南
部
は
農
地
と
農
家
が
密
着
し
、
森
林
、
山
岳
地
带
の
谷
間
に
.■一
 
種
の
街
道
村
落
の
ょ 

■ 

5
l

l

l

^

f

f

i

l

f
 

1

1

^

1

 

1

^

1

を
参
照
の
.こ
と)

。：
こ
れ
に
対
し
中
部
地
域
に
.は
バ
ゥ
ッ
.H

ン
市
を
中
心
に
方
形(

不
規
則
な)

の
農
地
に
取
り
囲
ま
れ
た
小
散
村
が
分
布
し
、
さ
ら 

に
そ
の
北
方
に
は
長
方
形
灰
原
則
-^
し
、
実
際
に
は
細
長
い
：地
条
に
;%
方
り
う
•る
農
地
と
割
り
合
い
‘に
，ま
と
：ま
っ
た
街
道
ま
た
は
街
路
村
落(

街

'

道
村
落
^
^
^
1
1
<
1
0
^
'

と
街
路
村
落Giendorf.

の
区
別
は
難
し
い
が
、
前
者
は
_村
の
中
心
の
道
路
が
直
接
外
部
の
主
要
交
通
路
に
つ
な
が
っ
て
い
る

場
合

-
. 

.

.

. 

:
. 

.

.
,

.. 

. 

-

を
指
す)

の
地
域
が
展
開
し
、
さ
ら
.に
こ
'れ
と
混
り
合
い
な
が
ら
方
形
と
細
長
い
線
型
地
条
の
農
地
の
混
在
す
る
や
は
り
街
道(

街
路)

村
落
や
、

.

.

.

V
.

西
.独
と
同
様
の
混
在
耕
地
制
を
と
る
集
村
等
が
散
在
.し
て
：い
る
。
そ
し
て
都
市
分
布
を
眺
め
れ
ば
、
中
世
的
な
自
治
都
市
は
、
農
業
制
度
の
境
界

:.
.
線
览
く
に
ほ
ぼ
ー
列
に
分
布
し
、
新
し
い
市
場
町
は
山
岳
地
带
ょ
り
の
南
部
か
;'
平
野
地
帯
ょ
り
の
北
部
に
発
生
し
て
い
る
。

.

... 

-
\

::
-:
:
;
,
.

:

と
こ
ろ
で
今
第
三
表
に
お
い
て
森
林
フ
ー
へ
村
と
そ
れ
以
外
の
農
村
地
带
に
区
分
し
て
、
そ
の
地
域
に
成
立
し
た
都
市
、
小
都
市
、
市
場
町
の 

,

発
生
^
み
る
と
、I

中
世
的
計
画
的
建
設
都
市
と
農
村
か
ら
自
生
的
に
発
展
し
た
都
市
や
市
場
町
の
比
率
に
お
い
て
両
地
域
の
間
.に
は
大
き
な
相
違 

め

..:

が
存
在
す
る
こ
と
が
判
る
。
す
な
わ
ち
森
林
フ
ー
へ
村
の
地
域
で
は
ニ
つ
の
型
;€
>
都
市
は
六
対
十I

で
圧
倒
的
に
農
村
か
ら
の
自
生
的
都
市
が
多 

%
.
:
:
.
い
。
と
れ
に
対
し
そ
れ
以
外
の
地
域
で
も
員
^
か
ら
の
自
生
的
市
場
町
の
存
在
は
一
応
認
め
ら
れ
る
が
、
中
世
的
都
市
と
の
比
率
は
十
二
対
十
三 

〉

で
、
®

フ
ー
へ
村
の
地
域
と
比
較
す
れ
ば
、
中
世
都
市
の
比
重
が
大
き
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
地
域
内
に
成
立
し
て
く
る
農
村
市
場
町
と 

い
ぅ
の
は
、
実
態
か
ら
い
っ
て
純
粋
の
農
村
.で
あ
る
ょ
り
は
、
騎
士
農
場
集
落
-;Rittergutsdorf

で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
自
生
的
農
村
市
場
と 

■，
し
て
4
ら
え
る
こ
と
は
問
題
な
の
'で
あ
る
。
.

/

'
,

今
両
地
域
の
農
村
浦
場
町
の
©
発
生
時
期
、；
©:
集
落
及
び
.農
地
の
形
態
、
@
騎
士
薇
場」

の
有
無
及
び
'ぞ
の
成
立
：の
時
期
、'④
住
民
の
種
類(

©

.... 

'フ
|
へ
農
民
、
@
菜
園
保
有
農
||
'
-家
屋
の
外
に
僅
か
の
菜
園
を
'̂
つ
%
_の
、
0
小
屋
住
”
家
^;
し
.か
な
い
%-
の
_

)

に
つ
い
て
調
べ
.て(

^
%
。
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村=

①
十
七
世
紀
市
場
開
設
権
②
方
形
直
営
耕
地
と
森
林
フ
ー
ベ
村
③
十
三
•世
紀
以
来
領
主
.の
館
、
十
六
世
紀
騎
士
農
場
④
十
六 

世
紀
©
五
十
©'
ニ
十
、
十
八
世
紀
0
七
十
八
0
九
十
ニ 
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村

=
©'
十
七
世
紀
市
場
町
©
非

常

に
分
割
さ
れ
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森
林
フ
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@
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世
紀
0
十
ー
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六
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五
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①
十
八
世
紀
市
場
町
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森
林
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村
③
十
五
世
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騎
士
の
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世
紀
騎
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十
六
世
紀
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十
八
此
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市
場
町
②
方
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直
営
耕
地
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森
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へ
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③
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五
世
紀
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世
紀
騎
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④
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紀
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①
十
九
泄
紀
市
場
町
②
方
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直
営
耕
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と
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世
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濃
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八
世
紀
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七
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十
九
肽
紀
市
場
町
②
小
屋
住
の
密
集
し
た
定
住
と
そ
れ
以
外
の
住
民
の
分
散
定
住
と
分
割
さ
れ
た
森
林
フ
ー
へ
村
③ 

十
九
世
紀
騎
士
農
場
④
十
八
世
紀
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四
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村
=
①
十
九
世
紀
市
場
町
②
森
林
フ
ー
へ
村
③
十
三
胜
紀
領
主
め
館
、
十
六
世
紀
騎
士
農
場
④
十
七
世
紀
©
四
十
八

® 

V
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四
十
ニ
©
ニ
、
十
八
世
紀
©
三
十
六
@
五
十
七
0
八
十
ニ
.

眷

^

&
村
“
①
十
四
此
紀
市
場
開
設
権
獲
得
②
森
林
フ
ー
へ
村
③
無
し
④
十
六
世
紀
④
ニ
十
ー
ー
、
十
八
世
紀
©
七
®
十
三
©
四
十
五
. 

こ
の
他
す
場
開
設
を
仄
.
フ
ラ
シ
ュ
ケ
の
史
料
に
お
い
て
確
か
め
ら
れ
な
い
も
の
で
森
林
フ
ー
へ
村Oberleutersdorf

とR
a
m
m
e
n
a
u

村
、

'■
'
未
完
成
の
森
林
ラ
ー
.へ
村
o

f
村
が
、
同
じ
K 

•ブ
ラ
シ
ュ
ケ
の
作
成
し
た
地
図(

第
三
因)

に
.は
市
場
町
と
し
て
の
っ
て
い
る
。

B
:森
林
フ
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へ
村
以
外
の
地
域
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七
世
紀
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紀
に
市
場
町
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広
場
^
^
心
の
街
路
村
落
と
方
形
直
営
耕
地
及
び
長
方
形
の 

農
.地
③
十
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世
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直
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さ
て
両
地
域
に
お
け
る
相
違
は
第
一
に
騎
士
農
場
の
比
重
の
相
違
に
あ
る
と
い
っ
'て
よ
l'
'
cす
な
わ
ち
森
林
フ
，丨
へ
村
地
域
に
お
い
て
よ
、
総 

数
八
.の
市
場
町
の
う
ち
騎
士
農
場
が
成
立
し
た
も
の
六
を
数
え
る
が
、
こ

の
う
ち
史
料
が
大
規
模
の
方

形

直

営

地
の
存

在

を

伝
え
る
の
ま
三
つ
の 

市
場
町
で
あ
る
。
R

•ヶ
チ
ュ
ヶ
の
研
究
に
よ
れ
ば
森
林
フ
ー
へ
村
に
.お
け
る
領
主
農
場
は
農
民
フ
ー

へ
と
並
ぶ
数
フ
ー
へ
の
農
地
に
.過
ぎ
ぬ
場 

合
、が
多
い
：の
で
'あ
る
が
、
恐
ら
く
方
形
直
営
耕
地
の
記
載
の
見
当
ら
ぬ
森
林
フ

ー

へ
村
に
.お
け
る
直
営
她
は
、
こ
の
種

の

小

規

模

の

も
の
で
あ
っ 

た
ろ
う
。
.こ
の
場
合
森
林
.フ
ー
へ
村
に
お
：い
て
は
第
四
図
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
個
々
の
農
家
ど
農
地
が
密
着
し
て
お
り
、
し
か
も
一
つ
の
農
地

 ̂

け
が
規
模
を
大
幅
に
拡
^

K

す
る
こ
と
.は
、
既
存
の
農
地
の
枠
^
:で
は
難
し
い
。
こ

の
村
は
エ
ル
.ベ
以
西
の
森
林
フ
ー
へ
村
ク
ン
ス
ド
ル
フ
で
あ
る 

が
こ
こ
に
は
十
八

-1
|

に̂
騎
土
農
場
ガ
存
在
し
、
し
力
も
大
規
模
直
営
地
の
記
載
は
無
い
か
ら
、
小
規
模
の
騎
士
農
場
の
あ
る
ラ
ゥ
ズ
ィ
ッ
ッ 

诗
窗
の
森
林N

丨
へ
村
と
ほ
ほ
向
じ
里
と
思
わ
れ
る
。
な
お
森
林
フ
ー
へ
村
で
大
規
模
の
方
形
直
営
耕
地
の
存
在
す
る
例
と
し
'て
は
、
第
•五
図
に■ 

. 

-

ラ
ゥ
ズ
：
ィ
ッ.ッ
南
部
0:
市
場
町
へ
ル
ン
フ
■ッ
ト
近
郊
の

(

法
9)

オ
ー
バ
ー
••レ
ン
ネ
ル
ス
ド
ル
フ
村
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

こ
.の
村
は
千
五
百
一
一
一
十
九
年
，に
方
形
の
大
規
模
騎
士
農 

場
が
成
立
し
て
い
た
森
林
フ
ー
へ
村
で
あ
る
。
そ
こ
に 

お
い
て
は
，
領
主
の
直
営
農
地
が
、

一
般
農
民
の
森
林 

フ
ー
へ
と
混
在
す
る
形
で
は
な
く
、
そ
れ
か
ら
独
立
し 

て
本
来
共
有
地
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
未
開
墾
地
に
つ 

く
ら
れ
て
い
が
。.
こ
の
ょ
う
な
大
規
模
直
営
地
が
森
林 

フ
ー
へ
村
に
お
い

，て

さ
え
成
立
し
た
こ
と
は
、
こ
の
地 

方
の
封
建
.領
主
制
の
家
父
長
的
村
落
支
配
の
強
さ
を
想 

わ
し
め
る
。
そ
し
て
い
わ
：ゆ
.る
農
.村
か
ら
の
自
生
型
市 

場
町
自
体
が
少
く
と
も
三
つ
、
か
か
る
騎
士
農
場
中
心 

地
に
成
立
し
て
い
た
め
で
あ
る
。
：

AJ

と
：ち
で
寐
林
：フ
I
へ
村
地
域
の
畠
村
茆
場
町
の
か 

.

.か
る
様
相
は
、.当
然
こ
•の
地
域
全
体
の
#
'徵
で

も

あ

. 

.る
。.：
今
第
四
表
を
.み
る
と
、
我

.̂'
:は
こ
の
こ
と
を
確
認

し
う
^
'>J

れ
ぱ
K 

■•ブ
ラ
シ
ュ
ヶ
の
編
纂
し
た
㈢
丨

-
■
.
,
-:
......, 

,
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エ
ル
べ
以
边
•
上
ラ
ウ
ズ
イ
ツ
ッ
地
方
の
農
村
市
場
町
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三

九

(

二
八
一)

_

l
a
l
z

の
部
分
か
ら
こ
の
地
方
の
村
落
で
記
載
の
明
確
な
も
の
に
つ
含
，
騎
士
農
場
.の
成
立
を
調
查
し
た
結
果
で
あ
.る
。
こ
れ
を
み
る
と
森
林
フ 

丨
へ
村
の
総
数
二
亩
ニ
十
四
の
五
十
九
•八
ニ
％
に
裁
判
領
主
権
に
裏
打
ち
さ
れ
た
騎
士
農
場
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。も
っ
と
も
第
四
表 

:
に
は
各
地
域
毎
の
集
計
が
の
っ
て
い
る
の
で
、，こ
れ
を
先
の
第
一
図
、
第
二
図
と
参
照
し
つ
つ
調
べ
て
み
る
と
、同
じ
森
林
フ
ー
へ
付
で
も
か
な
り 

の
地
域
差
が
あ
る
こ
と
が
判
る
。す
な
わ
ち
ょ
り
北
部
に
位
置
し
て
い
る
レ
、、ハ
ゥs

b
a
u

 
ロー

テ
ン
ブ
ル
クR

o
t
h
e
n
b
u
r
g

ゲ
ル
リ
ッ
ッG

o:rlitz 

バ
ゥ
ヾ
ッ
ェ
ンB

a
u
t
z
e
n

ヵ
メ
ン
ッK

a
m
e
n
z

等
騎
士
農
場
制
が
も
っ
と
本
格
的
に
成
立
し
た
地
域
と
隣
接
し
て
い
る
地
域
で
は
、
そ
の
地
域 

.の
森
林
フ
I

へ
村
の
総
数
と
騎
士
農
場
制
の
成
立
す
る
村
の
比
率
は
相
対
的
に
高
い
。
-
こ
れ
に
対
し
こ
の
地
方
最
南
部
の
ッ
ィ
タ
ゥ.zittau

地
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ド

域
で
は
、
相
対
的
に
騎
士
農
場
制
の
成
立
.の
•程
度
が
弱
い
の
で
あ
る
。
南
部
ラ
ウ
ズ
イ
ツ
ツ
に
お
け
る
農
村
市
場
町
は
、
.い
ず
れ
も
か
な
り
山
岳 

.

地
帯
に
よ
っ
た
地
域
に
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
以
上
の
森
林
フ
ー
へ
村
地
域
内
部
に
お
け
.る
騎
士
農
場
制4̂

配
の
貫
徹
の
仕
方
如
何
が
こ 

れ
と
関
係
を
有
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
こ
れ
と
共
に
付
言
し
'て
お
く
と
、
例
の
大
規
模
だ
方
形
直
営
耕
地
の
成
立
に
つ
い
て
第
四
表
で 

.

，.
調
べ
て
み
る
と
，；
森
林
フ
ー
へ
-村
に
お
い
て
そ
の
成
立
の
度
合
い
が
.
一.
番
低
い
の
で
あ
る
0 .
他
の
村
落
で
は
、
騎
士
農
場
の
成
立
し
て
い
る
村
の 

.内
、
こ
う
し
た
大
規
模
直
営
耕
地
.の
成
立
は
、
混
在
耕
地
の
村
で
九
割
ニ
分
‘
長
方
•形
耕
地
の
村
で
六
割
四
分
、
.方
形
と
線
型
耕
地
の
村
で
五
割 

馨

」

八
分
、
方
形
耕
地
の
村
で
五
割
五
分
で
あ
る
の
に
対
し
、'森
林
フ
ー
へ
.村
だ
け
.は
三
：割
四
分
の
比
率
で
あ
る
。
こ
こ
に
色
々
の
制
約
条
件
に
も
拘 

.

ら
ず
、
直
接
生
産
者
に
と
っ
て
の
森
林
フ
ー
へ
村
の
相
対
的
有
利
さ
が
'問
題
と
，な
る
の
で
：̂
：5ぐ
'

.

場

'

.

さ
て
そ
こ
で
森
林
フ
ー
へ
以
外
の
地
域
の
.市
場
町
を
み
る
と
、
総
数
八
：つ
の
市
場
町
の
う
ち
六
つ
ま
で
も
が
騎
士
農
場
の
あ
る
農
村
で
あ
り
、
 

そ
の
全
て
に
領
主
の
大
規
模
な
方
形
直
営
地
が
成
立
し
て
い
る
。
中
で
も
バ
ル
ー
ト
村
、
.ガ
ウ
ス
•イ
ヒ
村
は
、
.領
主
の
大
規
模
直
営
地
が
中
心
の 

■

,

.直
営
農
場
集
落
.で
し
か
な
い
。
ま
た
そ
れ
以
外
.の
村
の
場
合
，に
お
い
て
も
、：
.
1般
の
フ
ー
べ
農
民
の
.数
の
少
く
な
い
事
実
か
ら
%
、
方
形
の
領
主 

■

:'
直
営
地
の
割
合
が
極
め
て
大
き
か
づ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
P
ラ
ウ
'

K

イ
ツ
ツ
で
は
な
.い
が
、
下
ラ
ウ
ズ
イ
ツ
ツ
の
隣
邦
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
，
' 

:
;
の
フ
.ァ
ル
ケ
ン
べ
ル
ク
村
の
第
六
図
を
み
る
と
、
長
方
形
と
線
型
の
農
•地
.の
間
に
か
な
り
大
き
な
長
方
形
の
直
営
耕
地
.(

右
上
り
斜
線
の
土
地)

が

存
在
し
て
お
り
、
我
々
の
問
題
と
し
て
.い
る
市
場
町
の
中
で
は
ダ
ウ
ビ
ツ
ツ
村
が
ほ
ぼ
こ
の
よ
う
な
姿
を
と
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
も

. 

2
3

) 

.

.

. 

、

つ
と
典
型
的
な
方
形
直
営
耕
地
.の
例
と
し
て
は
第
七
図
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ラ
ウ
ズ
■イ
ツ
ツ
.よ
.り
さ
ら
に
東
方
の
ブ
レ
ス
ラ
ウ
地
域
の
チH

•

ヒ
一
一
ツ
ツ
村
で
あ
る
が
.、
ラ
ウ
ズ

イ
.ツ

ツ
の
ク
レ
ー
バ
，村
と
同
様
街
路
村
落
と
長
方
形
：の
農
地
で
、し
か
も
大
規
模
の
方
形
直
営
耕
地(

タ
レ
ー
バ

■

•

 

.
+ 
•
•
.
. 

. 

.

.

.

. 

,

.

.

.

.

.
村
で
：は
フ
ー
へ
農
民
が
僅
か
五
人
に
対
し
、
菜
園
保
有
農
八
、
小
匿
住
農
二
十
九
人
で
あ
る)

が
存
在
し
て
い
る
。

：.
：

■

こ
れ
ら
の
地
図
か
ら
®

す
る
.に
、
長
方
形
や
線
型
の
耕
地
の
存
在
す
-る
地
域
の
農
村
に
お
.い
て
は
，
村
落
内
部
に
お
け
る
領
主
直
営
地
の
比 

,

S
は
、
森
林
フ
ー
へ
村
の
場
合
に
比
較
し
て
は
る
か
に
大
き
い
。
勿
論
こ
れ
ら
二
つ
の
村
に
お
い
て
も
領
主
の
農
地
と
農
民
の
農
地
が
泥
在
し
て 

. 

H

ル
べ
以
東
•上
ラ
ウ
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イ
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農
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四

四( 一

一
八
六)

.お

り

.し

か

も

数

フ
I

へ
ふ
フ
ァ
ル
ヶ
ン
へ
.ル

ク

村

の

場

合

S

丨
四

フ

1:3

を

も

_つ

富

農

さ

え
.も
存

在

.し
_て
'い
.る

o
.

け

れ

ど

'も

、
こ

れ

ら

の

^
こ

io 

い
て
領
主
直
営
地
は
、.村
落
定
住
地
に
最
も
近
い
場
所
に
、
大
規
模
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
従
っ
て
こ

れ

ら

の

村
に
お
い
て

は

領
主
直 

営
地
が
村
落
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
と
み
て
差
し
支
え
な
い
。
こ
う
し
た
巨
大
な
直
営
地
は
、
植

民

活
動
の
際
の
領
主
層(
特
に
騎
士)

の
ィ
ニ 

ツ
ャ
テ
ィ
フ
に
よ
る
と
と
は
勿
論
、
強
制
買
上
等
の
手
段
に
よ
る
一
般
農
民
の
農
地
の
収
奪(Bauernlegen)

に
も
よ
っ
て
い
た
の
で
t
^ L
o

.
今
第
四
表
で
森
林
フ
ー
.へ
村
以
外
の
村
落
と
.騎
士
農
場
成
立 

の
相
関
関
係
を
探
っ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
判
る
。
 

ま
ず
一
般
農
民
の
土
地
保
有
を
殆
ど
伴
わ
ぬ
騎
士
農
場
集
落
が 

或
ゐ
特
定
^
地
域
に
集
中
し
て
い
る
。
特
に
最
も
顕
著
な
の
，■は 

、、ハ
ゥ
ッ
，エ
ン
地
域
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
騎
士
の
巨
大
農
場
.

(

数 

百
へ
ク
.タ
ー
ル
の
規
模
に

も
達
す
る)

中
心
の
集
落
、が
総
数
の
半 

分
近
：く
も
集
中
し
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
こ
の
地
域
に
は
方 

形
め
農
地
の
小
散
村
が
支
配
的
で
あ
る
。
ま
た
と
れ
以
外
で
村 

落
総
数
.の
中
で
割
り
に
騎
士
^-
'
場
，の
成
立
し
て
い
る
集
落
は
、 

方

形

と

細

い

線

型

の

地

条

，の
農
地
，が

混

在

し

た

、

や
や
ま
と
ま 

り

か

け

た

集

落

、
：
長
方
形
め
：耕
地
.が
割
り
合
い
ル
ー
ズ
な
形
で 

か
た
ま
っ
て
い
る
集
落
、_
.そ
れ
に
方
形
の
耕
地
の
小
散
村
で
あ
' 

.る
。
騎
士
農
場
が
成
立
し
て
い
る
村
の
う
ち
方
形
直
営
農
場
の 

存
在
す
る
村
の
.比
率
が
最
も
大
き
い
の
は
、
混
在
耕
地
制
の
あ

エ
ル
べ
以
來
.
上
ラ
ウ
ズ
イ
ッ
ッ
地
方
の
農
村

市
場
町

d

四

五( 一

X
七
.
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る
村
で
、
こ
れ
に
長
方
形
の
.農
地
の
村
•と
方
形
と
線
型
及
び
方
形
の
農
地
の
村
が
続
.い
て
い
.る
。
但
し
混
在
耕
地
の
村
で
は
、
騎
士
農
_
が
成
立 

せ
ぬ
村
が
，
全
体
の
五
割
六
分
で
最
高
で
.一
あ
る
。
と
れ
に
対
し
方
形
撕
地
の
地
域
で
：は

.、

.独
立
：し
た
騎
士
農
場
が
あ
ち
こ
ち
に 

マ
直
営
農
場
領
主
制
が
最
も
強
力
な
地
域
と
な
っ
た
.の
、で
紐
奶
。

,

:

さ
て
こ
の
地
域
で
最
も
興
味
の
'あ
る
の
は
、混
在
地
制
を
採
用
し
て
い
る
村
落
に
お
い
て
、あ
ま
り
騎
士
農
場
制
の
広
範
な
成
立
が
み
ら
れ
な
い 

実
で
あ
ろ
う
。
"周
知
の
よ
う
'.に
こ
の
地
方
で
は
、
：他
の
エ
ル
べ
以
東
の
諸
地
方
と
同
様
に
十
一
一、
三
世
紀
以
後
ド
イ
ツ
人
の
植
民
が
行
わ
れ
た 

が
、
従
来
の
ス
ラ
ブ
人
の
粗
放
農
法
に
伴
う
方
形
耕
地
に
対
し
、
ゲ
ル
マ
ン
攀
.と
三
圃
農
法
と
：い
.う
高
度
の
農
業
技
術
を
す
で
に
獲
得
し
て
い
た 

■ド
イ
ツ
人
は
、
当
然
こ
の
技
術
の
採
用
に
よ
る
混
在
耕
地
制
を
東
方
植
民
の
完
成
目
標
と
し
て
考
え
た
。
し
か
し
東
欧
の
也
味
の
惡(

砂
質
の
七 

壤
の
中
で
は
、
西
ド
イ
ツ
で
達
成
さ
れ
た
よ
う
な
集
約
的
農
業
方
法
.は
十
分
そ
'の
威
力
を
発
揮
し
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
湿
度
の
高
い
或
る
特
定 

の
地
質
の
土
地
に
.お
い
て
の
み
、
西
ョ
ー
ロ
：

ツ
パ
.の
そ
れ
に
類
似
し
た
混
在
耕
地
制
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
う
し
た
所
で
は
西
ド
イ 

ツ
ほ
.ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
農
民
相
互
間
の
相
互
規
制
及
が
相
互
扶
助
の
共
同
組
織
が
形
成
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
.か
。
こ
れ
が
こ
の
種
の 

村
落
を
比
較
^
騎
士
鐵
場
带
の
荀
烈
な
攻
擊
か
ら
守
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
パ
こ
れ
と
は
逆
に
未
完
成
の
、
形
成
過
程
に
あ
っ
た
'̂
渡
的
1:
地
及
^
'

集
落
.は
、
そ
れ
だ
け
容
易
に
封
建
領
主
の
介
入
を
許
し
た
の
で
あ
姊
W
。

' 

:
.
.

ン

.

:

.

.
 

- 

- 

. 

•
• 

. 

: 

•
; -in'.
 
.
 

• 

,

、

こ
の
意
味
で
は
混
在
耕
地
制
は
、
そ
れ
が
十
分
に
揉
用
さ
れ
た
所
で
は
、
：
.
_

林
フ
ー
べ
村
と
違
.

づ
た
意
味
で
農
民
保
護
の
.実
を
或
る
程
度
あ
げ

た
と
も
い
い
う
る
の
で
あ
る
。
先
の
農
村
市
場
町
の
中
に
、
混
在
耕
地
に
近
い
農
地
形
態
を
有
す
る
ほ
.ぼ
純
粋
な
自
生
的
市
場
町
が
あ
っ
た
こ
と

も
こ
う
し
た
推
走
を
裏
つ
け
て
く
れ
る
し
か
し
第
一
図
、
第
ニ
医
を
み
れ
ば
判
る
よ
う
に
、
こ
う
じ
た
エ
ル
べ
以
西
の
集
村
と
集
約
的
農
法
の

移
植
は
、
少
く
と
も
上
ラ
ゥ
ズ
ィ
ツ
ツ
で
は
局
所
的
に
し
か
行
わ
れ
ず
、
様
々」

の
過
渡
的
形
態
の
農
地
及
び
定
住
地
の
上
に
は
、
最
も
厳
し
い
領 

主
の
家
産
的
支
配
が
貫
徹
し
た
の
.で
あ
る
。

\ 
.■さ

て
以
上
に
み
て
き
た
よ
う
に
南
部
と
北
部
•
中
部
の
間
に
は
、
封
領
主
制
や
そ
の
签
盤
と
し
て
め
農
村
共
同
体
に
：つ
い
て
同
じ
直
営
農
場

領
主
制
で
あ
っ
て
も
か
な
り
重
要
な
相
違
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
し
て
こ

の
相
違
を
A

Vク
ン
ツ
ヱ
は
次
の
よ
う
に
表
現
す
る
。
す
な 

わ
ち
平
地
地
帯
で
は
、
騎
士
農
場
中
心
の
集
落Rittergutsdorf.

が
支
配
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

山
間
部
の
森
林
フ
ー
へ
の
地
域
で
は
、

そ 

の
よ
う
な
試
み
は
な
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
結
局
騎
士
農
場
村
落
は
完
成
せ
ず
、
十
七
世
紀
以
來
森
林
フ
ー
へ
村
は
、
麻
織
物
工
業
の
中
心
地
と 

し
て
織
工
の
村w

e
b
e
a
o
r
f

へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
と
、し
て
い
る
。
 

.

と
こ
ろ
で
上
ラ
ウ
ズ
ィ
ツ
ツ
の
農
村
の
対
照
的
な
姿
は
、

一
体
何
処
.に
原
因
を
求
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
A

•ク
ン
ツ
エ
.は
南
部
に
お
け
る 

農
村
工
業
の
発
展
と
共
に
、
北
部
に
お
け
る
ス
ラ
ブ
人

(

ヴ
ヱ
ン
ド
族
の
一
支
族
と
し
て
の
ソ
ル
ベ
ン
族)

'の
原
始
農
耕
文
化
と
南
部
ド
イ
ツ
人
村
落 

の
高
度
の
技
術
水
準(

三
：圃
農
法
に
代
表
さ
れ
る)

の
間
の
格
差
を
問
題
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
:

* y,

確
か
に
.上
ラ
ウ
ズ
ィ
ツ
ツ
は
、
ス
ラ
ブ
系
民
族
が
ド
イ
ツ
人
と
同
化
し
つ
つ
も
な
お
或
る
程
度
民
族
的
特
徴
を
残
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

元
来
と
の
地
域
に
は(

部
.分

的

に

は

エ

ル

べ

以

西

の

地

-'
«

で
も)

.©

ス
ラ
ブ
人
に
当
る
ヴ
エ

ン
ド
.族

(

ソ
ル
べ

ン
族)

が
定
住
し
て
ぃ
た。

こ
こ
に
十 

二
、
三
世
紀
以
来
大
量
に
工
ル
ベ
以
西
の
ド
イ
.ツ
か
ら
ド
イ
ツ
人
植
民
者
が
移
住
植
民
し
て
き
た
の
で
^
!る)

。
従
っ
て
必
然
的
に
工
ル
ベ
以
東
、
 

特
に
我
.々
が
検
討
し
つ
つ
あ
る
上
ラ
ウ
ズ
ィ
ツ
ツ
に
お
い
て
も
ス
ラ
ブ
人
と
ド
イ
ツ
人
の
混
淆
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
混
淆
は
完
全
な 

も
の
で
は
な
く
、
こ
の
地
方
内
部
に
お
い
て
も
ス
ラ
ブ
人
が
主
と
な
っ
て
定
住
し
て
い
る
地
域
と
、ド
イ
ツ
人
が
主
と
な
っ
て
定
住
し
て
い
る
地
域 

と
、双
方
の
混
淆
の
か
な
り
進
ん
だ
地
域
と
が
あ
る
。今
第
八
図
は
^
ラ
ウ
ズ
イ
ツ
ツ
に
お
け
る
ス
ラ
ブ
語
使
用
区
域
を
示
し
て
げ
&
。
こ
れ
を
み 

る
と
、，
年
と
共
に
ス
ラ
ブ
語
使
用
区
域
が
減
少
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
判
る
が
、
十
九
世
紀
末
に
お
い
て
な
お
±1
ラ
ウ
ズ
ィ
ツ
ツ
の
三
分
の
一
の
地 

域
で
ス
ラ
ブ
語
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。千
九
百
年
に
こ
の
地
方
の
一
盲
九
十
七
の
村
落
で
は
住
民
の
五
％
以
上
が
ス
ラ
ブ
語
を
話
し
、
 

亩
四
十
六
の
村
落
で
は
純
粋
に
ス
ラ
ブ
語
だ
け
話
す
人
々
が
住
民
の
大
多
数
を
占

め

、
'
一.一
百
二
十
五
の
村
落
で
は
ス
ラ
ブ
語
の
使
用
が
優
勢
で
あ 

.

っ
た
。
今
、住
民
の
五
％

以
上
が
ス
ラ
ブ
語
を
使
用
す
る
集
落
で
の
ソ

ル

べ

ン
人
の
割
り
合
い
を
示
す
と
、第
五
表
の
よ
う
.に
な
る
0
こ
れ
を
み
る 

と
少
く
と
も
森
林
フ

ー

へ
村
で
は
.ソ
ル
ベ
ン
人
が
.い
た
.場
合
で
も
そ
の
割
り
合
い
は
少
い
。
こ
れ
に
対
し
第
八
図
に
も

示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
±? 

V

:..
.''
H
ル
べ
.以
東
V
上
ラ
ウ
ズ
ィ
ツ
ツ
.地
方
め
霞
市
場
町
：(4
四
七

(

ニ
八
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ニ
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ニ
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)
.の

地

域

は

十

三

世

紀

頃

か

ら

の

ド

イ

ツ

人

植

民

と

バ

ウ
ツ
土
シ
貪
辺
の
原
定
住
地
S

の
ス
ラ
ブ
人
の
移
住
と
が
重
な
り
t

た
と
し
て
ぃ

:

る

.ま
た
集
落
や
耕
地
の
形
態
に
対
し
て
は
ド
イ
ツ
人
の
决
定
的
影
響
が
認
め
ら
れ
る
に
も
拘
ら
ず
、；
集
落
名
に
ー
ス
ラ
：ブ
系
が
多
く
、
着

f

f
も
ス
ラ
フ
卜
が
多
L
の
は
.
こ
の
植
民
開
墾
の
過
程
で
、
数
的
に
ド
イ
ツ
人
を
庄
倒
し
て
い
た
ス
ラ
ブ
人
を
中
、し
に
人
種
.の
混
清
が
行
ベ

J 

の
で
は
な
い
か
と
ー
し
て
い
る

'0
ノ 

'

f

 

か
み
，

•

さ
て
我
々
が
、
.上
ラ
ウH
ィ
ツ
ツ
地
方
内
部
I

接
生
産
者
装
り
方
を
問
題
と
す
る
際
S

要
な
の
は
、
単
な
る
自
然
的
意
味
で
の
人
種
問 

題
で
は
な
く
て
つ
た
自
然
環
境
を
背
景
に
成
立
し
て
き
た

f

.

族

の

間

の

文

化

的

社

会

的

経

済

的

伝

統

の
相
違
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
相
互 

接

触

の
間
題
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
意
味
に
お
い
て
多
く
の
：研
究
者

が

指

摘

す

.る

ド

イ

文

と
ス
ラ
ブ
人
の
：農
耕
文
化
の
著
し
い
相
違
|
•
要 

で
あ
ろ
う
。
.す
な
わ
ち
士n

一
一
世
紀
両
民
族
が
I

し
た
当
時
の
.ド
イ
X

は
、す
で
に
彼
等
の
本
国
に
お
い
て
西
ヨ
I
 

ロ
ツ
パ
特
有
の
粘
土
質 

め

圭

の

麗

の

.経
験
を
持
ち
、
こ
の
た
め
の
ゲ
ル
マ
I

始
め
三
圃
農
法
と
V

證
的
輪
作
方
法

、

.

さ
ら
に
こ
れ
に
基
く
農
地
及
び
^

の
形
式
ま
で
I

ら
の
も
の
と
し
て
い
た
。
，こ
れ
に
対
し
東
エ
ル
べ
の
砂
質
ま
た
は
黄
土
質
の
土
壌
の
上
に
生
存
し
て
I

ス
ラ
ブ
人
は
、
木
製 

の
掘
り
鍬
と
こ
れ
に
よ
る
原
始
農
耕
し
か
知
ら
ず
、
農
法
も

不

規

則
な
蒙
着
で
あ
■

従
っ

て
農
地
も

不

規

則

な

方
形
耕

地

. 

せ
る
方
形
耕
地
で
あ
り
、
集
落
は
小
散
村
の
形
式
を
と
つ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
は
i

.す

ぐ

れ

だ

ド

イ

ツ

人

の

農

耕

文

化

が

、

東
ニ
ル
；

;

U

 

壊
に
移
さ
れ
た
時
.そ
れ
は
必
ず
し
も
本
国
に
お
け
.る
よ
う
な
完
成
さ
れ
莖
を
と
る
こ
と
が
出
来
ず
、む
し
ろ
ス
ラ
X

村
落
と
の
混
淆
編
く 

様
々
の
馨
形
態
を
生
み
だ
し
た
。
こ
の
こ
と
は
ド
イ
ツ
人
植
民
活
動
と
ス
ラ
ブ
人
植
民
活
動
と
の
接
触
，
同
化
の
結
果
で
あ
る
と
共
に
、
他
方 

で
はH

ル
ベ
河
以
東
..の
地
域
の
自
然
的
条
件
に

よ
る
所

も

す

な

わ

ち

先

に

も

の

べ

た

ニ

ル

ベ
以
東
の
土
質
は

西
ヨ
丨
ロ
ツ
。ハ

の
場

合

ほ

ど
集
約
的
馨
生
證
適
し
た

I

で
は
な
く
、
む
し
ろ
響
に

I

的
I

で
し
か
農
證
産
を
行

う

こ

と

が

出

来

な

い

。

A

 

•
ク
レ
ン
ツ
リ
 

.

ン
は
ニ
ル
べ
以
東
へ
の
驚
の
際
、
謹
制
の
採
用
に
基
く
厳
密
な
混
在
耕
地
と
集
村
を
創
設
し
え
た
の
は
、
屢
の
高
い
河
川
の
周

辺

の

地

或 

で
あ
つ
て
、
そ
れ
以
外
で
は
一
.圃
制
ゃ
一
一
圃
制
を
採
用
す
る
不
規
則
I

地
や
小
規
模
村
落
、
長
方
形
S

I

I

の

小

疆

村
落
が
支

配

的

で
^ :
っ
た
と
し
て
い
る
。
我
々
は
第
一
図
、
第
二
図
に
よ
っ
：て
上
ラ
ウ
ズ
ィ
ツ
ツ
に
お
い
て

%-
.同

様

の

傾

向

を

見

出

す

こ

.と

が

出

来

る

。

.:
さ
ら
に
上
ラ
ウ
ズ
ィ
ツ
ツ
南
部
へ
の
ド
イ
ツ
人
植
民
が
、
.こ
の
地
方
で
は
最
も
自
営
度
の
高
い
.農
民
の
集
落
と
し
て
森
林
プ
ー
へ
村
を
建
設
し 

え
た
.の
も
自
然
.条
件
に
よ

.

る
.と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
あ
る
。
す
な
.わ
ち
上
ヲ
.ウ
ズ
ィ
ツ
ツ
南
部
の
森
林
地
帯
の
開
墾
は
、
工
ル
べ
以
西
で
ド
イ
ツ 

•人
が
す
で
に
実
験
済
み
で
あ
り
、
し
か
も
地
理
的
条
件
か
ら
し
て
小
河
川
の
溪
谷
や
山
間
に
農
家
と
^
^
地
を
直
接
結
び
つ
け
て
新
し
い
集
落
を
建

設
す
る
以
外
に
方
法
は
.無
か
っ
た
。
し
か
も
.こ
.う
し
た
森
林
奥
深
く
の
開
墾
は
、
平
地
の
，開
墾
と
異
•な
り
、
多
く
の
困
難
を
伴
い
、
そ
れ
故
に
封

(

t.
6
 

,

建
領
主
の
イ
ニ
ジ
ャ
テ
ィ
ブ
と
い
う
よ
り
直
接
生
産
者
自
身
の
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
が
大
き
か
っ
だ
。
こ
め
よ
う
な
生
産
者
自
体
の
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ 

ブ
の
相
対
的
大
い
さ
は
、
明
ら
か
に
ド
イ
ツ
人
農
耕
文
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
文
化
.の
真
価
を
エ
ル
.ベ
以
東
と
し
て
は
か
な
り
発
揮
し 

え
た
事
実
に
つ
.い
て
は
、
，エ
ル
べ
以
西
の
森
林
地
帯
と
類
似
し
た
自
然
条
件
を
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
^§1)。

.

かみ

.'
■
以

上

の

よ

う

に

上

ラ

ウ

ズ

ィ
ツ
ツ
.地
方
内
部
の
直
接
生
産
者
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、..ス
ラ
ブ
人
農
耕
文
化
と
ド
イ
ツ
人
農
耕
文
化
の
相
違
と 

共
に
こ
の
地
方
内
部
の
自
然
条
件
の
相
違
も
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
判

る

.
。
さ

て
こ
の
•地
方
の
直
接
生
産
者
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
 

よ
り
重
要
な
影
響
を
与
え
た
.の
は
、
'ス
ラ
'ブ
人(

ソ
ル
'，ベ
ン
族)

の
社
会
的
生
活
様
式
、
特
に
家
族
共
同
体
及
び
村
落
共
同
体
め
在
り
方
で
は
な
い 

か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
地
方
の
ス
ラ
ブ
人
の
家
族
共
同
体
や
村
落
共
同
体
に
つ
い
.

て
は
、：
不
明
の
事
柄
が
多
い
が
、
ン
ョ
ー
ロ
ツ
パ
定
住
史
の
古
典

(

注
28) 

I.

的
研
究
家
A 

,マ
イ
ツ
ェ
ン
は
次
の

.よ
う
な
輿
味
.あ
る
指
摘
を
行
，っ
て
：い
る
。
す
な
わ
ち
西
暦
八
百
六
十
六
年
か
ら
八
百
九
十
年
の
間
に
書
か
れ 

た
西
独
O '
一
 
僧
侶
の
東
欧
に
つ
い
て
の
.記
録
に
あ
.るcivitates

は
、
大
体
三
平
方
マ
イ
ル
か
ら
六
平
.方
マ
イ
ル
位
の
地
域
内
に
必
ず
存
在
す
る 

城
砦
だ
と
推
定
し
、
さ
ら
に
こ
の
域
砦
に
象
徴
さ
れ
る
地
域
支
配
者w

o
y
w
a
e

が
，
こ
の
下
に
は
村
長
と
し
て
のS

u
p
a
n
e

ま
た
は 

が
.辟
在
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
特
に
こ
の
内s

f
n
e

は
村
内
办
最
長
老
を
意
味
す
る
が
、

そ
れ
は
南
ス
ラ
ブ
に
明
白
に
存
在
し
た
複
合
大
家 

族

S
a
d
r
u
g
a

の
家
長Staressina

の
集
団
の
長
の
こ
と
を
指
す
。
従
っ
て
上
ラ
ウ
ズ
ィ
ツ
ツ
地
方
に
お
い
て
もS

a
d
r
u
g
a

こ
そ
、
木
源
的
な
ス 

ラ
ブ(

ソ
ル
べ
ン)

人
の
家
族
共
同
体
で
あ

り

、

こ
の
菡
盤
の
上
に
比
較
的
緩
や
か
な
村
落
共
同
体
や
原
初
的
貴
族
制
が
成
立
し
て
い
た
と
い
う
の

■
'.

エ
ル
べ
以
凍
，
上
ラ
ウ
ズ
ィ
ツ
ツ
地
方
の
，農
村
市
場
町
.

㈠
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ソ
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:
ゴ

：
>
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"
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:,

广
く
，
。

'つ
，:へ
' 

 ̂

: 

' 
バ

’ 

で
t

で
の
他マ

：.

イ
ッ
ヱ
ン
，
は
、
l

e

,

f
 

:ftz,.eiz,

贫

类

^

：

に
っ
I

称)

.の
土
地
に
住
む
者
■

味
で
I

」

と
、
I

:
ベ
丨
メ
；军

I

 

^

o

n

^

^

§

0

,

.

.

，
と
こ
で
マ
イ
ッ'

H

ン
.に

よ

?

ト

個
‘の
個
別
構
成
家
族
.

(
夫
婦
と
子
I

よ
り
成
る
南
ス
ラ
ブ
人
の
複
合
大
家
族
共
同
体
で
、
こ
れ
が
数
個
集
ま
っ
て
村
落
を
形
成
し
て
い
る
。
農 

地
は
不
規
則
な
方
形
農
地
で
、
集
落
と
の
関
係
も
か
な
り
ル
丨
ズ
で

攀

マ

こ

の

点

で

興

味

の

あ
る
事
実
は
、
上
ラ
ウ
ズ
ィ
ッ
ツ
に
1

ラ
ブ
人 

の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
：、

ス

ラ

ブ

麗

用

地

域

内

§

集
し
て
存
在
し
.て
い
る
こ
と
で
.雜

。
：
矣

ヴH

ル
ダ
か
ら
力
，メ
シ
ツ
市
の
東
方
の
地
域
と
バ
ウ
ッ
ェ
ン
市
周
辺
さ
6

南

著

ス：：

ト
リ
ッ
ツ
市
周

辺

、

東
f

ウ
バ
シ
市
の
北
方
周
辺
等
で 

I

が
.、
特
に
ホ
ヤ
ス
ヴ
：

H

ル
.ダ
か
：ら
カ
メ
ン
ツ
東
方
の
地
域
が
最
大
で
あ
る
。
勿
論
こ
れ
以
外
の
地
域
の
ス
ラ
ブ
人
は
プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト

に

改

.

■

宗
.し
て
.い
.る
の
2

る
が
ら
即
断
は
許
さ
れ
な
い

が

'
.
'
ス

，
1

 

ス
.ラ
ブ
人
の
精
沖
的
風 

土
や
さ
ら
I

の
.背
f

あ
る
共
同
体
生
活
.の
特
徴
の
一
端
を
窺
え
る
の
：で
は
な
：い
か
と
思
う
。
つ
ま
り
南
ヨ
丨
ロ
ッ
パ
を
中
ら
と
す
る
カ
ト
リ 

ッ
.ク
教
の
普
及
地
域
が
、
象
族
共
同
体
の
家
ハ
I

的
I

の
割
り
合
い
強
い
地
浮
I

I

I
い
お
こ
す
と
、
こ

の
地
域
の
ス
ラ
、
I

 

彖
族
共
同
体
の
在
り
方
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
普
及
‘の
間
に
も
同
じ
よ
う
.

な
連
関
が
あ
る
の
で

あ
ろ
う
。

■さて一：イ
、、

、を

.
ヴェン

'ト
族
の
定
住
地
に
お
I
て

-—
.
般
的
な
環
状
村
落 
一

Bunddorf (

宅
地
と
農
地
の
関
係
が
ル
丨
ズ
で
、
農
也
，̂

5形
及
'ド 

線
条
型
と
方
形
、I

は
厳
密
に
は
'広
場
を
中
心
に
.環
状
の
も
の
で
I

が
、こ
の
.

地
方
で
は
街
路
村
落
、：I
 

に
よ
、

1

'

I

の
結
果
出
来
上o

た
も
の
と
共
に
、.
.古
い

S

I

が
、
I

I

の
家
長
達
の
権
力
と
ド
イ
ツ
人
グ
ル
ン
ト
へ

ル
の
I

、

特

に

尊 

に
よ
っ
て
解
体
せ
し
め
ら
れ
、
そ
の
土
地
が
分
割
せ
し
め
ら
れ
た
窶
出
来
上
っ
た
.も

の

が

あ

る

と

し

て

!

^

)

。

彼

は農
地

と

宅

地

の

レ

丨

ズ

な 

‘

関
係
を
始
め
農
地
の
分
害
の
仕
方
の
不
規
則
さ
を
そ
の
根
拠
と
し
て
い
る
。
マ
ィ

ツ
ェ
.ン
に
比
べ
れ
ば
ド
イ
ッ
農
業
文
化
の

影

響

を

重

要

視

し

~

ぞV

.て
I
る
.

'

V
V
え
，
R
,，
グ

チ
ュ
ヶ
も
击
い
ス
ラ
ブ
人
の
小
村
落
と
農
地
が
再
編
さ
れ
、
よ
り
大
き
い
村
落
と
農
地
分
割
が
.誕
生
し
た
事
実
を
指 

摘
し
て
い
る
。
従
っ
て
上
ラ
ゥ
ズ
ィ
ツ
ツ
地
方
の
.ソ
ル
.ベ
'ン
人
定
住
地
に
お
い
て
；は
古
い
複
合
的
大
家
族
共
同
体
は
、

ド
イ
ツ
人
植
民
と
の
^

触 

の
過
程
で
分
裂
し
て
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
oけ
れ

ど

も

か

つ

て.の
複
合
的
大
家
族
共
同
体
は
、
私
そ
ら
く S

a
d
r
u
g
a

と
同
様
の
極
め
て
厳
し
い 

'集
団
的
土
地
占
有
権
を
農
地
に
対
し
て
持
っ
て
お
り
、
.そ
れ
故
高
度
の
農
業
文
化
と
強
固
な
軍
事
力
を
も
つ
異
民
族
ド
イ
ツ
人
の
征
服
を
契
機
に 

起
っ
た
こ
の
複
合
家
族
共
同
体
の
分
裂
は
、
個
別
構
成
家
族
の
自
立
と
い
う
点
.に
お
い
て
非
常
に
不
完
を
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
土
地
の 

.

.世
襲
的
保
有
権
を
：確
保
し
え
た
少
数
のS

u
p
a
n
e

は
別
之
し
て
大
部
分
の
農
民

.

は
'
常
に
領
主
が
召
還
し
う
る
.
一
時
的
使
用
権 

Lassbesitz 

'の
み
を
認
め
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
-'
同
じ
複
合
家
族
の
；分
解
の
結
果
成
立
し
た
西
欧
の
農
民
の
世
襲
的
土
地
保
有
権
と
と
れ
を
比
較 

.

.

.
す
れ
は
，
，
.彼
我
の
直
接
生
産
者
の
在
り
方
の
間
に
格
段
の
：相
違
が
あ
る
こ
と
は
明
自
で
.あ

る
-°
さ

ら

に

ぴ
'

*
ボ
エ，ル
.ヶ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
地
方
の 

ス
ラ
ブ(

ソ
ル
ベ
ン)

人
は
、
.ド
イ
ツ
人
入
植
に
際
し
、
宅
地
や
家
屋
に
つ
い
て
の
所
有
権
も
明
確
に
確
立
し
え
ず(

い
わ
ゆ
るheraium

の
弱
さ
/)

、
 

そ
れ
ら
宅
地
や
家
屋
を
新
し
い
封
建
領
主
か
ら
供
与
さ
れ
る
形
：

(

単
純
_な
使
用
権
の
成
立)

.に
留
る
場
合
が
多
か
01
^

。
：
.

こ
の
よ
う
.な
ス
ラ
ブ
人
直
接
生
産
者
の
大
半
の
不
利
な
状
態
は
、1

方
で
複
合
的
大
家
族
共
同
体
か
ら
の
単
婚
小
家
族
の
自
立
化
の
不
十
分
さ 

.

と
V
:

う
ス
ラ
ブ
人
社
会
内
部
の
事
情
に
基
く
の
で
あ
る
が
、
他
方
.に
お
い
.
.て
は
、
よ
.

り
進
ん
.だ

ド

イ

ツ

人

農
耕
文
化
と
単
婚
小
家
族
を
中
心
と
す 

る
村
落
共
同
体
の
伝
統
、

ま
た
こ
の
上
に
成
立
せ
る
封
建
領
主
支
配
が
ノ
こ
の
未
成
熟
な
社
会
関
係
を
圧
服
し
た
こ
と
に
も
大
き
く

依
っ
て
パ 

る
。
こ
こ
に
ス
ラ
、プ(

ソ
ル
べ
シ)

人
農
民
大
多
数
の
事
実
上
の
土
地
占
取
権
と
、
'ド
イ
ツ
人
支
配
者
の
，強
力
な
上
級
土
地
所
有
権
と
い
う
エ
ル
べ 

k
東
ド
イ
ツ
特
有
の
農
奴
制
的
支
配
関
係
が
成
*
す

る

こ

と

と

な

っ

た

の

で

. 

.

.

:

.
‘こ
：
の
特
殊
な
濃
奴
制
的
支
配
関
係
で
最
も
重
要
な

も
. ：

の
は
裁
判
領
主
制
で
あ
ろ
^
.
.
元
来
の
ソ
ル
ベ
ン
人
社
会
で
は
、
複
合
的
大
家
族
を
中
心 

と
す
る
共
同
体
證
が
ぐ
い
わ
ゆ
る
村
落
長
老
.

s
f
n
e
:

の
指
導
の
下
に
.開
か
れ
て(

U

。
#
っ
て
、ゾ
そ
れ
：は
非
常
に
未
成
熟
な
政
治
的
社
会
で 

.あ
っ
ん
と
思
わ
れ
る
：'こ
の
未
成
熟
^
，は
、'
,ソ
'ル
ベ
ゾ
入
裁
判
制
-度
に
つ
.い
て
の
|6
録
の
^
如
に
も
示
さ
^§
3̂)

。
ド
イ
ツ
人
植
民
以
後
、
明
白
な 

■，
エ
ル
べ
以
柬
，
上
ラ
ー
ゥ

^
ィ
ツ
ツ
地
方
：の
歡
村
市
場
町

，(-
)
 ̂
. 
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ソ
ル
べ
.ン
人
社
会
の
裁
判
制
度
ば
、

S
U
P
I

を
險
密
員
と
す
る
領
虫
の
重
罪

(

上
級)

.裁
判
とs

f

 ne (saupen)

を
裁
判
官
と
：す
る
共
同
体
裁. 

制
と
に
分
力
れ
る
。
後
者
に
つ
い
て
，の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
裁
判
関
係
の
村
役
人

S
u
p
a
n
e

が
公
選
で
は
な
く
ノ
ル
於
が
自
動
的
に
選
ばX 

る
所
を
.み
て
も
、
.家
父
長
的
性
格
の
強.い
裁
判
で
：は
な
：い

4
^

離
し
て
、
貢
租
徴
収.や
防
衛
の
義
務
と
引
換.え
に
.ソ
ル
べ
ン
人
と
し
て
は
例
外
的
に
世
襲
的
土
地
保
有
権
を
認
魏
。
こ
う
し
た
共
同
体
裁
判
そ 

の
も
の
の
家
父
長
的
性
格
や
村
役
人
の
特
権
化
を
■通
じ
.て
、.
ド
イ

グ

人
の
領
主
は
，
ソ
ル
べ
'
ン
人
に
対
す
る
自
己
の
裁
判
領
主
権
を
強
化
す
る
こ 

と
が
出
来
た
。，か
く

し

て
封
建
領
主
、
特
に
騎
士
等
の.下
級
貴
族
は
、.
上
級
裁
判
権
の
完
全
獲
得
を
背
景
に
、
共
同
体集
会
の
許
可
制
、
共
同
体 

条
仿
の
一
方
^

£
宠
' 
さ
ら
に
は
村
裁
取
官
等
の
任
命
等
を*実
施
し
、
十
六
世
紀
以
来
ソ
ル
べ
ン
人
の
共
同
体
裁
判
は
何
等
の
意
味
も
持
た
な
く 

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
完
成
し
た
封
建
領
主
、

.
特
に
騎
士
の
家
産
的
村
落
支
配
こ
そ
、
主
に
強
制
買
上
げ
に
基
く
領
主
直
営
地
の
暴
力
的 

.拡
大
や
こ
の
直
営
地
嚴
場
へ
の̂
制
労
働
の
大
幅
増
大
を
実
現
す
る
最
も
重
要
な
手
段
で
あ
っ
た
。
：こ
，の
地
方
で
士
ハ

it
紀
以
来
.一
般
的
と
よ 

っ

た

児

宽

の

僕

婢

強

制

奉

仕

霸g

l

l
や
農
民
の
厳
し
い
土
地
緊
縛
義
務

Schollenpflichtigkeit

に
特
微
づ
け
ら
れ
る
出
襲
隸 

厲
領
民
制Erbuntertanentum

が
、
最
も
苛
烈
に
実
現
し
た
の
は
、
、
い
う
ま
で
も
.な
く
こ
う
し
た
ソ
ル
べ
ン
人

村
落
で
あ
池
砂
。

.と
こ
ろ
で
こ

の
よ
う
な
ス
ラ
ブ
人
家
族
共
同
体
の
在
り
方
や
、
'
ぞ
れ
の
ド
イ
ツ
人
領
主
重
配
に
規
定
さ
れ
た
.ソ
ル
ベ
ン
人
直
接
生
産
者
の
不
利 

な
状
態
は
、
中
部
以
北
の
地
域
でス
ラ
ブ
■人
と
混
淆
し
つ
つ
行
わ
れ
た
ド
イ
.ツ
人
植
民
活
動
に
は
当
然
大
き
な
影
響
を
与
も
ち
ろ
ん
初
期
，
 

植
民
に
お
V

て
は
、
ド
イ
ツ
人
植
民
者
は
、
僅
か
の
現
物
、
貨
幣
の
貢
租
の
他
に
は
、
年
数
日
の
夫
役
程
度
の
負
担
し
か
お
わ
ぬ
世
襲
土
地
保
有 

農
民
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
し
る
。
.
し
か
し
十
六
世
紀
以
降
、.直
営
農
場
制
度
確
立
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
.
ド
イ
ツ
人
農
民
の
比
較
的
有 

利
な
土
地
保
有
権
は
次
第
に
悪
化
し
、
ス
ラ
ブ
人
農
民
の
.一
時
的
土
地
使
用
権
と
実
質
的
に
接
近
し
て
行
く
の
で
こ
れ
は
ド
イ
ツ
人
農
民 

の
.夫
役
負
担
が
、
週
最
低
三
、
四
日
、
最
高
六
日
に
ま
で
増
大
し
た
と
い
う

}
事
を
み
て
も
明
ら
か
で_
於
。

こ
の
よ
う
な
中
部
以
北
地
域
の
ド
イ
ツ
人
農
民
の
政
治
的
‘
経
済
的
状
態
の
悪
化
は
、
第
一.に
.ス
ラ
ブ
人
農
民
の
不
利
な
状
態
に
よ
つ
て
大

き

.く

影
響
さ
れ
る
と
共
に
、
第
一
一
に
は
先.に
の
.ベ
た
中
部
以
北
地
域
の
自
然
条
件
の
劣
悪
さ
に
.も
負
う
所
'が
犬
き
い
チ
す
な
わ
ち
そ
う
し
た
悪
化
の 

条
件
は
、
十
六
世
紀
に
な
っ
て
突
如
形
成
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
K•

ブ
ラ
'

V

ュ
ケ
が
集
落
名
か
ら
推
定
し
てい
る
よ
う
な
中
世
後
期
の
両
民
族

(

主 
8)

：

混
淆
の
植
民
運
動
の
過
程
に
お
い
て
、
す
で
に
用
意
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
か
。

特
.に

自
然

条
件
の
劣
悪
さ
か
ら
し
て
、

集
団
的
集
約
農
法 

(

三
圃
制)

に
基
く
混
在
耕
地
制
を
十
分
貫
徹
し
え
ず
に
終
っ
た
所
で
は
、
ド
イ
ツ
人
植
民
者
の
土
地
保
有
権
や
共
同
体
的
_
係
は
悪
化
せ
ざ
る
を 

え
ず
、
.ス
ラ
ブ
人
と
の
混
淆
は
こ
れ
に.拍
車
を
か
け
た
と
い
え
よ
う
。
ド
イ
ツ
人
植
民
者
の
状
態
悪
化
の
も
う
一
つ
の
要
因
に
は
、
ド
イ
ツ
人
植 

民
が
遠
隔
地
か
ら
の
そ
れ
で
あ
り
、
し
か
も
異
民
族
へ
の
軍
事
的
征
服
で
防
衛
行
動
を
伴
う
植
民
で
，あ
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
げ
ら

_
が
。

R 

. 

ケ
チ
ュ
ケ
は
、
こ
の
地
方
べ
の
農
民
的
植
民
は
、
低
地
ド
イ
ツ
や
低
地
地
方
全
体
と
、

マ

イ
ン

河
か
ら
ラ
イ
ン
河
流
域
に
か
け
て
のフ
ラ
ン
ケ
ン

.

(

注o
 

ノ

地
方
と
か
ら
の
植
民
が
主
で
、
こ
れ
に
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
を
始
め
と
ず
る

中
独
の
西
部
か
ら
の
植
民
もあ
り
う
る
と
し
て
い
5̂
。
こ
れ
に
対
し
領 

邦
君
主
や
騎
士
、
そ
れ
に
修
道
院
等
の
封
建
領
主
階
級
の
出
自
は
比
較
的
近
隣
で
、

マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
や
マ
イ
セ
ン
司
教
を
始
め
、
特
に
ザ
ー
レ 

.河
の
フ
ェ
ス
ダ
や
ケ
ム

一

一

ツ
ツ
近
辺
の
コ
ツ
ト
マ

ー

ル
ス
ド
，ル
フ

(

ケ
ツ
テ
ン
.

ス
ド
ル
フ)

、
さ
ら
に
エ
ル
べ
河
寄
り
の
ピ
ル
ナ
近
辺
の
ド
ニ
ン

(

ド

 

丨
ナ
丫
の
貴
族
.の
名
が
知
ら
れ
、

さ
ら
に
数
多
く
の
レ
ー
エ
ン
保
持
の
騎
士
達
が
植
民
活
動
に
参
加
し
て
げ
说
ゾ
従
っ
て
こ
の
地
方
で
は
よ
り
遠 

隔
地
か
ら
の
農
民
の
植
民
が
、
近
隣
に
す
で
に
拠
カ
を
も
つ
貴
族
階
級
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
形
と
な
っ
た
。
特
に
こ
の
植
民
が

ソ
ル
べ
ン
人
定 

住
地
域
へ
の
そ
れ
であ
り
、
多
少
と
も
軍
事
行
動
を
必
要
と
し
た
の
セ
あ
る
が
ら
、
.
封
建
領
主
の
軍
事
的
保
護
は
農
民
植
民
に
と
り
不
可
欠
と

(

注
52)

な

る

。

W 

.
ボ
エ
.ル
ケ
も
、.
こ
の
地
方
の
農
民
の
隸
属
状
態
の
成
立
に
は
、

ス
ラ
ブ
人
そ
の
も
の
よ
り
も
、

.
対
.ス
ラ
ブ
の
軍
事
行
動
と
関
連
し
て 

行
わ
れ
た
民
兵
的
植
民
地
へ
の
ザ
グ
セ
ソ
騎
士
階
級
の
進
出
占
領
が
、

'
ー.層
重
荽
.な
契
機
と
な
;0
:た
と
指
摘

1>
て(

|

^

•

イ
.ツ
人
植
民
に
お
け
る
封
建
領
主
の
軍
事
的
保
護
は
，：：

.必
然
的
に
新
定
住
地
に
お
け
る
封
建
領
主
の
農
民
支
配
、
特
に
司
法
的
保
護
と
支
配 

を1

層
溶
易
に
し
た
。.
.も
っ
と
も
植
民
時
代
以
後
十
六
世
紀
項
ま
で
：は
、
年
三
：回
：の
領
主
に

.よ
る
童
罪
裁
判
と.公
選
冷
^̂
 ̂

を

義

官

と
.し
た
共
同
体
隹
判
と
が
明
確
に
分
離
じ
：、
：後

者:^
;共
同
体
内
の
諸
事
件
、；
特
に±
地
：の
：売
買
や
譲
渡
、：
.：相
続
等
の
.民
事
事
件
や
軽

,

ュ
ル
べ
以
來•
上
ラ
ゥ
ズ
ィ
ツ
ツ
地
方
の
農
村
市
場
町㈠ 

f 
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1

五
六
：
.

(

一
一
九
八)

V
變

I

の
f

権(

い
ゎ
ゅ
る
下
級
1

.

1
ね
ら
れ
.て
い
ぎ
し
か
し
十
五
フ 

村

落

騎

，0
暮

|

.
と 

し
て
共
同
体
に
委
ね
ら
れ
.て
い
た
S

裁
判
権
を
獲
得
i

う
と
努
力
し
：、
，

'十
穴
^
^
^ ̂

へ
有
力

領

邦

諸

侯

の

菌

戀

原

因

)

I

っ
て
.

I

方̂
^

^

^

立
と
共
に
、.
ド
イ
ッ
人
定
住
地や〗

両
民
族
の
混
淆
地
域
に
お
い
て
も
、
村
落
下
級
裁
判
権I

主
上
級
裁
判
権
へ

の
癒
着
を
実
現
し
て

い
っ
た 

の
で
1|
このような方向は上

ラ
ゥ
、ス
メ
ッ
ッ
中
部
以
北
のス
ラ
ブ
人
定
住
地
と
の
_
接
地
に
，お
い
'て|

墨

わ

と

な

っ

.
た

こ

と

は

い

う
ま 

■

で
も
な
い
。
そ
こ
で
は
ス
ラ
ブ
人
|

の
.影
響
以
外
I

、
劣
惡
な
自
然
条
件5

宅

'あ
る
。
：： 

；

.

■

■
.

ト

.へ
'

.

. 

.

:■
'

か
く
し
て
そ
れ
ま
で
比
較
的
軽
い
負
担
し
か
お
っ
て
い
な
か
っ
た

{

 

四
日
の
夫
役
負
担
を
強
制
さ
れ
、
家 

.

1
村
落
支
配
の
下
で
ソ
ル
ベ
シ
人
と
並
び
：、
世

襲

贅f

の
重
要
な一:翼

を
形
成
I

に
P

，'今
十
九
世
紀
の
議
5

:っ
て
何
ら
ソ
レ 

へ
ン
人
が
存
在
せ
ず
、
か
^
こ
の
地
方
で
は
有
力
な
貴
族
の
所
領
で
農
民
が
比
較
的
豊
か
だ
と
い
わ
れ
る
ヶ

I

一一
 

ヒ
ス
ブ
リ
チ
ッ
ク
のf

ラ
す 

で

は

、
キ

七

百

一

一

十

七

年

に

.
ー

フ

丨

へ

当

り

週

六

日

の

夫

役

が

課
せ
ら
空

民
に
お
い
て
夫
役
が
激
鼇
し
て
い
る
事
実
は
、
他

に

お

い

て

も

謹

ざ

攀

：>

|

.

'た
中
産
的
農
民
層(

特
に
そ
の
中
核
で
あ
る
ド
イ
ッ
人
農
屋 

.
へ
の
極
め
て
I

s

撃
こ
そ
、
.ス
ラ
ブ
入
農
民
へ
の
攻
撃
以
上
に
、
こ
の
地
方
、
棒
に
そ
の
中
部
以
北
の
地
域
の
小
商
品
生
産
の
発
展
を
決
定

^
:

:

.

か

み

.■

.
ダ

ラ
ゥ
ズ
イ
ッ
ッ.地
方
の
中
部
以
北
の
地
域
が
、
種
々
の
要
因
の
絡
み
合
い
に
お
い
て
、
.直
接
生
産
者
に
と
へ

っ
て
非
常
に
不
利
よ 

直
営
農
場
領
主
制
の
支
配
的
な
地
域
と
なっ
た
の
に
対
し
て
、
嘉

森
林
フ
I
へ
村
の
地
域
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

.先

に

の

ベ
た
よ
う
に
■こ
1

 

域
は
他
地
域
に
比
し
、
か
が
純
粋
の
ド
イ
ッ
人
植
民
が
行
わ
れ
、
し
か
も
自
然
条
件
か
ら
個
々
の

.農
民
I

利
な
森
林
フ
V
へ
村
と
い
う
農
地 

及
び
定
住
地
を
形
成
し
てい
る
。
裁
判
制
度
に
つ
い'て
も
、.
I

Q
史
料
か
ら
自
由
農
民
の
自
治
的
義
権
が
推
定
さ
れ
る
。
.す
な
わ
ち
十
六
吐

紀
以
降
特
に
十
七
世
紀
の

こ

の
地
域
の
村
裁
判：Eheding

，Gedingegericht,'

w
i
i
aq

e
nOQ
e
r
i
c
h
t

の
記
録
に
お
.い
て
も
、
共
同
体
の
権
限
は
か
な 

り
大
き
い
の
で
あ
る
。
当
時
は
こ
の
地
域
に
お
い
て
も
、
す
で
に
翁
士
農
場
制
を
成
立
せ
し
め
て
い
た
だ
け
に
、，
農
村
共
同
体
の
自
治
は
中
部
以 

北
よ
り
は
強
い
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
.さ
ら
.に
後
に
の
.ベ
る
こ
の
地
域
特
有
の
農
村
麻
織
物
工
業
の
，発
展
は
、

夫
役
負
担
を
負
わ
ず
、

世
襲
隸 

属
領
民
制
か
ら
あ
る
程
度
解
放
さ
れ
た
手
工
業
者
や
商
人
の
大
群
を
う
み
だ
.し
た
。.
た
だ
し
彼
等
は
被

護

領

民s
c
h
u
t
z
u
n
t
e
r
t
a
l

と
し
て
一 

定
賃
租
支
払
や
軽
い
夫
役
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
完
全
な
自
由
.を
得
て
い
る
わ
け
で
は
^
^
°.
し
か
し
中
部
以
北
の
純
農
業
地
帯
に
お
け
る 

よ
り
苛
酷
な
世
襲
領
民
制
に
比
較
す
れ
ば
、
南
部
に
お
け
る
領
主
支
配
は
相
対
的
に
緩
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
い
え
よ
う
。

.
勿
論
先
に
も
み
た
よ
う
に
、
森
林
フ
ー
へ
村
の
.^
に
も
大
規
模
の
直
営
農
場
が
成
立
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
当
然
フ
I
へ
保
有
農
民
を
始 

め
菜
園
保
有
農
民
や
小
屋
住
農
で
も「

農
地
乃
至
は
宅
地
.の
保
有
者
に
は
、

か
な
り
の
夫
役
義
務
が
諌
せ
ら
れ
、
彼
等
は
世
襲
隸
属
領
民
で
あ 

:

っ
た
。
こ
れ
は
第
.一.に
隣
接
の
中
北
部
地
域
に
お
け
る
騎
士
農
場
制
の
本
格
的
成
立
に
よ
る
所
が
大
き
い
し
，
第
二
に
は
こ
の
地
或
自
体
が
純
粋 

.の
農
民
植
民
地
で
は
な
く
、
農
民
の
イ-I

シ
ャ
テ
.ィ
ブ
と
共
に
騎
士
階
級
を
始
め
と
す
る
封
建
領
主
層
の
軍
事
的
保
護
が
必
要
な
植
民
定
住
地
で 

:
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

0」

テ
ィ
ル
マ
ン

.の
_編
纂
し
た「

ド
イ
ッ
城
砦
辞
典」

の
付
図
を
み
る
と
、
±1
ラ
ウ
ズ
ィ
ッ
ッ

•の
城
砦
は
、
中
部
地
域
と 

そ
れ
に
_

せ̂
る
南
部
に
凝
集
し
て
い
る
こ
と
が
判
义
。
従
っ
て
森
林
フ
ー
へ
.村
地
域
と
は
い
っ
て
も
、
エ
ル
べ
以
西
の
そ
れ
と
は
か
な
り
性
格 

.の
異
な
る
、
領
主
支
配
の
比
較
的
強
い
森
*
フ
！
へ.地
域
で
あ
っ
.た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
：

•

た
だ
，
こ
の
地
域
に
.お
い
て
は
，
こ
う
し
た
領
主
支
配
の
強
さ
を
背
景
に
，
直
営
農
場
領
主
制
が
成
立
は
す
る
が
、
中
部
以
北
の
よ
う
な
直
接 

生
産
者
の
庄
殺
に
は
成
功
し
な
い
の
，で
あ
る
。
例
え
ば
森
：
フ
ー
.へ
村
の
地
域
で
は
、
十
七
世
紀
の
末
か
ら
十
八
世
紀
に
か
け
て
領
主
の
直
営
地 

,
.す
な
わ
ち
騎
士
農
場
が
.分
割
さ
れ
、
零
細
な
規
模
の
保
有
地
と
し
て
農
村
住
民
に
貸
し
出
さ
れ
て
.い
る
。
ス
ブ
レ
ー
河
畔
の
ゾ
ー
ラ
ン
ト
忖
で
尤 

千
六
百
八
十
五
年
か
ら
八
十
七
年
に
が
け
て
、.直
営
耕
地
を
十
三
'の
菜
園
経
営
に
分
割
し
.て
v>
s
>̂
6)

。
ま
た
.ッ
ィ
'タ
ウ
市
周
辺
で
も
直
営
耕
地
や
牧

(

U 

V

:
:

草

地

が

分

割

さ

れ

、
，
世

襲

保

有

権

に

よ

っ

て

貸

与

さ

れ

て

い

、る
。

ノ
イ
シ
土
，
ナ
，ヴ

村

で

，は

十

八

世

紀

の

始

め

.に

七

百
.シ
ェ
ッ
フ
ェ
ル
の
ii
：
-営
地
が 

H

ル
べ
以
柬
•
上
ラ
ウ
ズ
ィ
ッ
ッ
她
方
の
農
村
市
場
町
㈠
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:
凡
そ
.ー'.
-

五
|

ツ
フ
ェ
：：ル
：
令

は

自

建

領

主

の

^ -
の
よ
ぅ
な
f

算
に
基
_ く
も
の
で
あ
っ
た
。

.ハ
イ
木
ザ
ア
ル
デ
所
領
の
今
日
の
グ
ー
ト
フ
，
ェ
ル
'テ
ン
、
当
時
の
ォー

、、ハ
1

•オ 

ル
ダ
ー
ヴ
ィ
ツ
ツ
村
の
直
営
地
は
、
播
種
量
九
十
八
シ
ェ
ツ
フ
.ェ
ル
、
.
総
収
獲
三
：百 

一
.
五
シ
ェ
ツ
フ
ェ
ル
、
ぅ
ち
販
売
は
百
十
四
.

b
五
シ
ヱ 

マ
フ
：
X
ル
.、

こ
の
他
家
爵
係
等
の
利
益
も
加
え
、
結
局
二
百
十
六
タ
丨
レ
：ル

ニ

土

グ

ロ

，ツ
シH

ン
の
純
益
が
計
上
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
直
営 

地
分
割
に
基
く
広
範
な
世
襲
土
地
保
有
の
成
立
は
次
の
f

に
よ
り
多
額
の
純
益
が
は
か
.れ
る
0

す
な
わ
ち
、
宅

地

、

農

地

、

牧

草

地

、

森
林
H 

片

.夫
役
^
金
納
の
結
果
、
年
々
の
収
入
は
五
百
八
十
四
タ
丨
レ
ル
十
六
グ
口
ツ
シH

ン
九
.
六
プ
キ
ニ
：
ヒ
で
、
実
に
蜃
地
収
入
よ
り
約
三
百 

六
十
七
タ
I

レ
ル
も
多
い
こ
.と
に
な
る
の
で
あ
7̂
0

こ
ぅ
し
,て
こ
の
^
域
で
は
騎
士
農
場
村
落
が
、
領
主
_
ら
に
よ
つ
^ ,
か
な
り
否
定
さ
れ
て
行
く
こ
と
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

.

1
 

%■
■

っ
と
も
こ
の
地
域
の
直
営
地
が
.す
べ
.て
解
体
し
去
っ
た
の
で
は
な
い
。

W

Vボ
エ
ル
ケ
は
、
南
ラ
ウ
ズ
ィ
ツ
ツ
に
お
い
て
は
、
領
畫
営
地 

が
一

般
農
地
と

分
離
し
て
い
た
か
ら
、
か
え
っ
て
十
八
世
紀
に
イ
ギ
リ
ス
式
の
改
良
農
法
を
領
主
が
採
用
し
や
す
か
っ
た
と
の
べ
て(

l
g
。

し
か

し
た
と
え
部
分
的
で
は
あ
っ
て
も
領
主
の
直
営
地
体
制
が
解
体
しV

い
っ
た
の
が
、
こ
の
地
域
の
特
徴
で
あ
り
、

.

こ
の
点
で
中
部
以
北
の
±1
-

ラ
ゥ 

ズ
ィ
ッ
ツ
と
区
別
.さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

5

.
以

上

我

々

は

上

ラ
ゥ
ス
ィ
ッ
ッ
地
方
の
農
村
市
場
町
の
発
生
が
、
こ
の
地
方
内
部
の
農
業
制
度
特
に
封
建
領
主
制
や
、
.そ
の
下
で
の
小
農
民 

経
営
の
在
り
方
と
，̂
何
な
る
麗
を
有
す
る
か
に
つ
^

て
探
究
し
た
。
そ
し
て
中
部
以
北
の
地
域
に
お
け
る
よ
り
：
^

烈
な
直
営
農
霍
主
制
に
対 

.応
し
て
農
村
市
場
町
は
殆
ど
そ
の
直
営
農
場
を
中
心
に
発
生
し
て
お
り
、
南
部
森
林
フ
I

へ
村

の

地

域

で

は

、

よ

り

緩
や
か
な
蜃
農
場
領
主 

制
に
対
応
し
て
、
農
村
市
場
と
直
営
農
場
の
結
び
つ
き
も
相
対
.的
に
弱
い
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
し
て
.

こ
の
よ
ぅ
な
地
域
差
§

景
に
は
、

自

然

条

 

h

民
族
の
文
化
的
格
差
、
さ
ら
に
植
民
地
と
い
ぅ
人
為
的
社
会
的
条
件
等
の
複
雑
な
要
因
が
.絡
み
合
っ
て
い
る
。
.

以
下
第
二
節
に
お
い
て
、
今

ま
で
考
慮
に
入
れ
な
か
っ
た
両
地
域
に
お
け
る
社
会
的
分
業
の
展
開
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

リ

................
 

....
 

.

生
.

へ1

)

拙
稿
‘

近
世
初
販
中
部
ド
イ
ツ
办
藤
村
铘
市
公
市
暘
町
に
ク
ぃ
て
し
三
田
学
会
雑
諸
第
五
十
六
巻
の
ゴ
- ;

八
、
十
号
C 

.

(

2) 

Karlheinz Blaschke, Historisehes ortsverzeichnis von. Sachsen, 4 Bde, 1957 

よ
り
作
成
。
な
お
 Vergleich,
N
u
r 

Statistik der 

sp:
c
b
s
す 

schen 

.

.
s
t

f»
:
d
t
e

 .dm 16. Jahrhundert,'in tvom Mittelalter zur. Neuzeit/V.Festschrift .fiir H. Sproemberg; Vergleich, Zur Siedlungs-und 

BevSlkerungsgeschichte der Oberlausitz, in toberlkusitzer Forschungen, Beitr

p»:ge zur Landesgeschichte 
パ1911.
な
お
前
掲
の
私
の
論
文
に 

お
け
る
統
計
と
今
回
の
統
計
の
間
に
大
き
な
相
違
の
あ
る
の
は
、
主
に
農
村
か
ら
の
自
生
的
発
展
の
都
市
、：
小
都
市

、'
 
市
場
町
に
つ
い
て
.の
判
断
の
基
準
を
よ 

り
厳
格
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。
K
•ブ
ラ
シ
ュ
ヶ
の
史
料
は
間
接
史
料
で
あ
る
た
め
、
明
確
に
自
生
型
と
さ
れ
て
い
る
も
の
以
外
は
様
々
の
記
載
の
壮
方
を
し 

て
あ
る
が
、
今
回
の
統
，計
で
は
純
粋
な
自
虫
型
を
浮
彫
り
に
す
る
た
め
に
、
判
断
に
苦
し
む
中
間
型
も
出
来
る

.だ
け
_
生
型
か
ら_
い
た
。
そ
れ
と
二
つ
の
統 

計
の
間
の
も
ぅ
一
つ
の
大
き
な
相
違
は
都
市
成
立

.に
つ
い
て
の
時
期
の
推
定
の
相
違
で
あ
っ
て
、
前
の
統
計
で
は
都
市
の
本
格
的
成
立
に
重
点
を
お
い
て
計
算 

を
行
っ
た60
-
に
対
し
、
々
回
の
統
計
で
は
、
都
市
的
定
住
の
端
初
的
成
立
を
基
準
と
し
て
計
算
し
た

0
ま
た
K
.
•ブ
ラ
シ
ュ
'ヶ
の
論
文
や
史
料
自
体
の
綿
密
な 

厂
検
討
の
結
果
、
私
が
見
落
し
て
い
た
も
の
が
あ
っ
た
。

.従
っ
て
こ
め
点
で
も
数
字
が
移
動
し
て
い
る

。
.
:
-

.

(

3) 

Willi Boel̂
e, .zur Geschichte der Gutsherrschaft und der zweiten 

Leibeigenschaft in der oberlausitz，
Zeitschrift fiir 

Geschi- 

'CMSWisslchaft, 1956,.IV. Jg., Heft 6, ss.1223-1232; verleich,'Bauer und Gutsherr in der Oberlausitz, Bautz+en, s. 44,13

ぐ168, 

195, 196, 203; F.stge, Die mitteldeutsche Gmndherrschaft, 
z
wa-
e
,
 stark erweiterte Au

tbage, 1957, SS. 293-297.
(

4)

北
条
功「

鬼
ド
イ
ツ
に.，お
け
る
農
民
解
放

」

西
洋
経
済
史
講
座
第
四
卷
五
十
七
頁

—

九
十
四
頁
。.

A. Kunze,. Vom 

Bauerndorf zum 

ŵeberdorf, 

Zur sozialen und wirtschaftlichen Struktur der waldhufend

OIrfer der 

sUdlichen Oberlausitz 

im 

16.,17.

巨d'18. 

Jahrhundert, 

in 

"oberlausitzer Forscbungen3,1961, SS. 171-173; "w. Boelcke, Bauer und Gutslierr in der oberlausifs. 55,147, 148, 152, 153, 197.

A 
•
ク
ン
ツ
ェ
は
こ
の
.論
文
の
.冲
で
、
南
部
ラ
ウ
ズ
イ
ツ
ツ
の
森
林
フ
ー
へ
村
地
域
の
農
村
エ
寒
の
進
展
：は
、
封
建
領
主
制
，を
崩
壊
せ
し
め
、
資
本
主
義
の 

発
展
を
促
進
し
た
と
し
て
い
る
。
上
ラ
ウ
ズ
イ
ツ
ツ
地
方
内
部
の
農
村
構
造
の
地
域
差
と
、
農
村
工
業
の
進
展
.を
関
連
づ
け
る
点
で
彼
の
見
解
は
示
唆
に
富
む 

も
の
を
多
く
持
っ
て
い
る
が
、
封
建
制
の
崩
壊
の
評
価
は
非
常
に
甘
い
の
で
は
な
.い
か
と
思
わ
れ
る
。
第
四
表
で
明
ら
か
な
よ
ぅ
に
、
こ
の
地
方
に
お
い
て
は 

へ
比
較
的
自
凼
な
森
林
フ
ー
へ
村
に
お
い
て
も
騎
士
農
場
制
が
成
立
し
、
農
民
は
時
に
は
非
常
に
苛
烈
な
直
営
地
経
営
体
制
に
組
み
こ
ま
れ
て
行
く
の
.で
あ
る
。
 

従
っ
て
た
と
い
こ
の
体
制
が
解
体
し
て
く
る
時
代
に
成
立
す
る
崑
村
市
場
町
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
大
き
な
制
限
が
存
在
し
た
の
で
あ
り
、
例
え
ば
エ
ル
ベ
河 

，以
西
の
エ

ル
ツ
山
地
地
帯
の
森
林
ブ
ー
へ
村
か
ら
発
展
し
た
小
都
市
、
市
場
町
と
異
な
る
所
が
あ
っ
た
と
日
心
わ
れ
る
。
こ
の
点
3
 

は
前
掲
論
文
や 

.著
書
の
中
で
" 

'こ.の
地
方
の
新
し
い
局
地
的
市
場l

e
k
a
r
.
M
a
r
k
t

の
発
生
ル
、
厳
し
い
領
主
制
の
下
で
展
開
し
.
'た
農
民
層
の
分
解
の
結
桌
で
あ
り
、
そ
の
分 

;解
が
富
農
経
営
の
拡
大
を
も
た
ら
さ
ず
、
む
し
ろ
貧
し
.い
小
屋
住
達
の
大
群
を
創
成
し
た
こ
'と
と
対
応
し
て
、
こ
の
市
場
は
、

.'
騎
士
農
場
主
達
に
彼
等
自
身
の 

'
'生
産
物
.の
販
売
機
会
を
与
え
た
と
，し
て

.い
る
。:
.
.
勻
.
.
1
8
0
6
1
0
1
<
:

«>
:
,
2
1
1
1
:

Ge'schichte .
.
d
e
r
o
u
t
s
h
e
r
r
s
c
h
a
f
t

 〜
，

ss.. 

123o~1.231;. 

..vergleich,. B
a
u
e
r

 u
n
d

エ
ル
べ
以
東•上
ラ
ウ
ズ
イ
ツ
ツ
地
方
の
農
村
市
場
町
㈠ 

，
 

五
九(

三
〇
一

)

ふ，

パ

%

?:啟f



-■

iv

く 

.
 .V:l.cl

-c
 

.

Gutsherr 
ノ 

S
S
.
.
5
T
5
6
,
147-15

0 0, 

1
9
5
-
2
0
3
.

.

.

(I)

 

図
はr

い

I

f

 

g
 

I

I

 

I
 

I

l

l

l

 

der 

o

n

.

の
付
表
で
あ
る
。
な
お
第
四
図
は

I
 
嘗

i

 

 ̂

I

I

.
 

I

I

 

I
 

Deutschen L
i
s
l
e
,

 

s
. 77, 

I

 30
.

ま
た
同 

m

 

.ッ
も
含
む
ザ
ク
セ
ン
地
方
の
集
落
、
遺
の
歴
史
的
形
成
過
程
が
詳
し
く
叙
述
さ
れ
て

お

り

、

業
の
地
図
も
有
用
で
あ
る
。

-
6
- 

f
o

l

. 

9

l
§

i

w
-
1 

f

 
I
 s- 

O
^
&
I
N
. 

 ̂

.
 

w
 

w
.o w
l
a
l
e
, 

H
i
s
l
h
e
s

 

o

t

l

l

 

y

l

l

 

m

 

3, 

I

f

e 

I
 vi

a
n
d
,

 

s. 

79.

(

r-
a

l l
«J
°
w

^
l'
>

y
:'
s

1

l

 

i

 

w

l

a

,
 

SS., 1
7
1
—
1
7
3
.

後
に
出
て
く
る
農
村
工
業
村
落
グ
ロ
'ス
•
シ
ェ
ナ
ゥ
村
で
は
農
民
の
農
地
|
 

U
さ
H
み

i

m

#

。年

に

成

立

し

て

い

る

が

、

I

同
じ
時
期
■

民
の
農
地
か
ら
作
っ
S

二
の
分
割
直
営
地
は
千
春
四
十
筆
に
雰 

.

M

i
場

ま

I

I

割
直
営
地
は
不
明
、'
S

の
分
割
直
営
地
は
農
民
の
遺

(

11) 

W
.

家
 Icke, Bauer. 

I
 Gu

f
r
r

 

〜
，
s
.

沼
；K

： KStzschke. a. 

a
.
p
; 

s. 227

(

13) 

W
e
s
t
e
m
a
n
n
s

 Atlas 

I
 we

l
t
g
e
l
c
h
t
e
,

 

T
e
i
l

w

Mitteklter, S. 

76.

Q
l i
す
^

^

p 

探̂

I

ボ
ェ
ル
ヶ
は
大
規
模
の
直
営
農
場
は
、
：荒
I

の'利
用
、
農
民
保
有
地
の
収
用
、
村
有
放
牧
地
の
収
用
等
に
：よ
っ 

て
成
立
す
る
ヵ
上
ラ

,ゥ
ス
ィ
ッ
ッ
で
は
農
民
保
有
地
の
強
制
買
上
の
方
法
が
最
も
，一
般
的
で
あ
っ
た
と
い
う
。

 ̂

f

f
よ

(

0 1
5

こ
g
d
.
, 

S
v
5
2
f
.

こ

の

よ

う

な

独

立

の

大

義

直

営

農

場

は

、
周

辺

の

村

落

の

農

民

..(

特

に

役

畜

を

も

つ

比

較

的

慕

な

唐

の

夫

役

に

よ
る
所

大
き
か

I I
l x
« I
? l
r l
^

l !
n

、
必
ず 

f

 
庄

ぎ 

I
- 

I 

w
i

l
a

l
l

t
e

.
 

I
, ss. 
1
7
SI.
C3
5 

K

.

d

m

l

ホ V

 
ス
ヴ H 

レ)

タ
1
区
4

、

Q

^

a

o

l

l

n
 

K
o
l
a
t
i
o
n
,

 

1937. 
SS. 

3
9
-
5
1
,
6
7
.

混
在
耕
地
の
成
立」

て
ぃ
る 

ノ

见

L
u

f

て
‘

四
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
.
大

規

模

な

直

営

地

の

成

立

の

度

合

は

少

い

。

こ

れ

，は

.
ま

た

こ

の

地

区

が

比

較

的

有

力

な

等

.. 

• 

• 

: 

I 

■

族
領
主
の
支
配
地
で
あ
る
こ
と
と
.関
係
が
■あ
る
。'.w. IBOelcke/.a.. 

a
.
.
.
p
, 

s
s
「
.17-l

0 0, 

5

30 0

8
. 

.

.

.

.

.

.

 

■
(

17) 

A. Kunze, a. a. 

p SS. 

165-192.

(

18) 

R

 Kstzschke'LSndliche Siedlung m
i
d

 A
g
r
a
r
w
i
n
,

 

SS. 
6
4
100
0
.

.

(

19) 

H
 Bk

s
d
l
k
e
'
.
z
w

 s
i
e
&
l
m
g
s
-
:
.
m
l
d
.
B
e
v
5
1
k
e
n
m
g
s
g
e
s
c
h
i
c
h
t
e
.
.
d
e
r
o
b
e
r
l
a
u
s
i
t
z.

の
付
表
0
 

(

2()

CH
.
tsj

e
n
u
n
n
c
h
v

 L
a
n
d
e
s
k
u
n
d
e
.
d
s

 K

OJnigreichs. Sachsen, 

.

.

.
1
9

0
5
,
. 

ss. 

2
1
—
22.

(

21) 

K

 

Blaschke, a. a. 

p
, ss. 

62-70. 

•

(

22) 

W
.

 v. 

Briinneck, Die Leibeigenschaft in o
s
t
p
r
e
i
n
.

 

Die Leibeigenschaft 

in p
o
m
m
e
r
n
'

 Zeitschrift d. 

s
avigny—s

s
t
u
n
g

 
卜

w
? 

chtsgeschichte, G
e
p

 Ab. V
H
I
,

 I
X
,

1
800
7
1
1
8
8
00
;
 

M
a
x

 W
e
b
e
r
, 

Kapitalismus u
n
d

 Agrarverfassung, 

Zeitschrift

s
r die, 

g
e
s
a
m
t
e

co
t
a
a
- 

tswlsselhaft,. B
d
.
108, ss. 

4
4
3
1
4
4
4. A. 

Krenzlin, a. a. 

p SS. 

113111

00; 

w
.

 Boelcke, 

a. 

a
.
p

s'36f.,. 92f, 

l
ooo
f
.
.
;

-

〈

2 3) 

A. Krenzlin, M
L
,

 s
.
116 

ハA. K
u
n
z
f
a
.

 a. 0., ss. 

166-16

00; 

K. Blaschke, a. 

p

pss. 

6
7
-'o
>
-
s
;

 

w
,

 

Boelcke, 

ibid, 

SS. 

139-140; 

R. K
6tzschke'a. a. p

 

s
,

 64, 

ss. 7
S
-
S
0
.

.
 

-

广2) 

M
'
w
e
b
e
r
,

 .a. 

a
.
.
p

ss. . 4
4
5
1
4
4
7
; 

A. ■ Krenzlin, a. ■ 
a
.
.
p ss. 

85-118; 

R. K

o:tzschke 

u
n
d

 

w
.

 

Ebert, 

Geschichte 

der 

ostdeuts* 

chen Kolonisation, s. 

46 f
69 f

.

2 5) 

A. Krenzlin, ibid., SS. 

113-118.

(

2 6) 

 ̂

M

S

I
 

 ̂

w
w
-

(

2 7) 

K. K

o:tzscllke u
n
d

 

w
.

 

Ebert, a. 

a. 

P
S
. 46 f., 

63 

1
,
6
9

 f. 

'

2 8) 

A
u
s
s
t

 M
e
i
t
l

 

Siedlung 

g
d Ag

r
a
r
w
e
s
e
n

 der W
e
s
t
g
e
r
m
a
n
e
n

 u
n
d

 O
s
t
g
e
m
a
n
e
n
,

 

der Kelten, R5mer, Finnen 

u
n
d

 Slawen, 

s
. 

2
, SS. 

2
3
T
2
7
0
,

 Bd. 

3, 

SS. 

354-367; 

K. KStzschke, s
n
d
l
i
c
h
e

 Siedlun

抑 u
n
d

 

A
g
r
a
m
e
s
e
n
,

 

ss. 

92-97, 

147-151 f. 

: 

(

2) 

A.Meitzen, ibid, 

s
. . 2, ss._ 213-219, Bd. 3,.ss. 

3
4
1
-
3
5
4
.

特
に
三
巻
の 

A
n
l
a
g
e
.104, Siidslawische Hauskornmunionen 

に
は
ク
ロ 

ア
ー
•ア 

ィ
ア
地
方
の
辺
境
の
数
個
の
：Sa

d
r
u
g
a

か
ら
な
る
ィ
リ
ア
ニ
ル
ッH

丨
ク
村
の
実
態
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
ぅ
ち
養
番
号
六
のS

a
d
r
u
g
a

に
は
、
村 

'
名
と
同
じ
ィ
リ
.ア
ブ
へ
.ル
ッ
0 1

丨
ク
な
る
家
長
の
下
に
.ニ
ナ
ニ
：夫
婦
、

六
十
四
人
の
家
族
が
共
同
生
活
を
営
ん
.で
い
た
。

も
っ
と
も
こ
のsadr

cig
a

は
そ
の 

:
後
十
家
族
三
十
七
人
が
四
つ
の
複
合
家
族
と
し
て
独
立
し
、
六
号
の
s
^
sJQ
a
に
は
十
家
族
二
十
四
人
が
残
る
の
み
と
な
.っ
た
。
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K

 

Blaschke, 

p
a
.
. 

0., SS. .70—72; 

J. 

ZebimHch, a. 

a. 

0., S. 

p

1
0
1
.

ッ
エ
ム
リ
ヒ
の
報
ず
る
所
に
よ
れ
ば
、

ザ
ク
セ
ン
全
体
で
千
八
百
五 

，
十1.

年
に
新g

徒
三
百
九
十
七
万
一j

百
十
二
名
.(

九

十

四

，
四
％

)

.に
対
し
旧
教
徒(

.力
ト
，リ.ッ
ク
，

)

は
十
九
万
五
名(

四
:.
七
％)

で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ 

の
，大
部
分
は
上
ラ
.ゥ
、ス
.ィ
ッ
ッ
地
方
に
集
中
し
て
：お
り
、
十
九
世
紀
半
ば
に
レ
4ノ

ゥ
の
ス
ラ
ブ
，.人
居
住
地
外
.
'に：お
い
て
、
匕
つ
の
ヵ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と

一

つ
の

.
:

-エ
ル
べ
以
束
-
上
ラ
ゥ
ズ
ィ
ッ
ッ
地
方
の
農
村
市
場
町
㈠

:

'

六
ー
：(

三
〇
三)



福
音
派
の
教
会
；で
は
通
常
の
礼
拝
が
ヴ
ェ

シ

ド(

.ス
ラ
ブ.

)

語
で
行
わ
れ'.
一，一
十
三
の
福
音
派
の
教
会
で
：は
、
ド
イ
シ

.語
と
ス
.
ラ
ブ語
が
交
互
に
便

用
さ
れ
て
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(
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R. s
t
z
s
c
h
k
e
,

.
 a. .a. 
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w
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o
e
f

 a. 

a, 

0
, s.

cn
9
.:
ボ
エ
ル
ヶ
は
上
.ラ
ゥ
ズ
ィ
ッ
ゾ
地
方
の
南
部
に
裁
判
関
係
の
豊
か
な
史
料
が
あ
る
の
に
対
し
、
北
部
.ソ
ル
ベ
ン
人
関
係 

:

の
史
料
ば
非
常
に
少
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
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t
i
h
k
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a
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e
i
t
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K
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chke, 
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243; 
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Boelcke, a. 
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p S. 
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w
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Boelcke, 

ibid., 
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6
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-
7
5
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近
世
初
頭
の
、、ハ
ル
ー

ト

所

領(

_h
a

ラ
ゥ
ズ
ィ

ッ

ッ
中
部
地
域)

の
ソ
ル
べ
X

A
村
落
五
.：

R

村
の
住
民
は
、

数
年
に
一 

度
、
'そ
れ
も
領
主
の
裁
量
で
裁
判
が
開
か
れ
る
と
.い
ぅ
領
主
の
命
令
に
服
し
.て
.い
た
。
し
；が
.か
そ
の
裁
判
の
権
能
は
非
常
に
制
限
さ
れ
て

お

り

、

下

級

の

村

落
 

裁
判
の
裁
判
官
も
こ
の
領
主
栽
判
で
任
命
さ
れ
、
さ
ら
に
载
判
官
及
び
陪
審
員
も
こ
こ
で
住
命
さ
れ
る
。
し
か
も
領
主
载
判
の
裁
判
^
に
丈
、
村
内
の
も
の
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:
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領
主
の
官
僚
が
任
命
さ
れ
た
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1
000
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p Karte 29.
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100
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ル
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ラ
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イ
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方
め
農
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埸
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リ
ユ
ト
ゲ
は
ド
イ
ツ
東
方
植
民
に
お
.い
て
は
、
 

騎
士
層
を
中
心
と
す
る
封
建
貴
族
層
の
章
事
的

•
政
治
的
植
民
が
ま
ず
重
要
で
あ
り
、
こ
の
被
護
の
下
で
始
め
て
ド
イ
ツ
人
農
民
の
本
格
的
植
民
が
行
わ
れ
，こ 

と
し
て
U
る 

.
‘

(

50) 

R. K

o:tzschke, a. a
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u
r
g
e
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u
n
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封
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農
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す
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事
的
保
護
と
司
法
的
保
護
，の

.関
連
に
つ
I
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四
表
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五
表
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ラ
ブ
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率
の
高
い
長
方
形
耕
地
の
村
や
、方
形
と
線
型
の
耕
地
の
村
及
び
方
形
の
耕
地
の
村
で
は
、大
規
模
騎
士
農
場
の
成
立

の
度
合
は
高
い
。
さ
ら
に
ド
イ
ツ
人
の
比
率
が
高
い
が
、
ス
ラ
ブ
人
も
三
、
四
割
の
比
率
で
あ
る
森
林
フ
ー
へ
村
め
北
辺
地
帯
で
も
大
規
模
騎
士
農
場
が
多
い
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資 料

一

八

六

六

年

か

ら

一

八

六

八

年

に

至

る

第

1

ィ

ン

タ
1

.
 

ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
総
務
委
員
会
に
か
ん
す
る
史
料

(

そ
の
一)

(The 

General Council of the First International, 

1866-
186

P0 

Minutes, 

1964, Progress Publishers, 

M
o
s
c
o
w
,

 pp. 

444.)飯

田

鼎

1

九
六
四
年
は
、
第
一
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
結
成
j〇
〇
年
に
あ
た
り
、
 

社
会
主
義
諸
国
で
は

こ

れ
を
記
念
し
て
い
ろ
い
5
な
行
事
が
催
さ
れ
た
が
、
.
モ 

ス
ク
ヮ
の
マ
ル
ク
ス
•
レ

ー

.—

一
V.
主
義
研
究
所
で
は
、当
時
ロ
ン
ド

ン

で

開

か

れ
 

た
と
の
国
際
的
組
織
の
中
枢
的
機
能
と
-%

い

ぅ

べ

き

第

.
ー

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
.

ョ
ナ
. 

ル
総
務
委
員
会
の
愿
大
な
記
録
を
公
刊
し
は
じ
め
て
い
た
。
そ
の
史
料
的
意
義 

に
つ
い
て
簡
単
に
.ふ
れ
る
な
ら
ば
、
一
八
四
八
年
の
フ
ラ
ン
ス
ー
一
月
革
命
の
危 

機
を
克
服
し
て
、
1
.
<五
〇

,¥
-後
、
：イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
し
て
着
実
な
発
展
を
. 

み
せ
つ
つ
あ
^
た
.ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
資
本
主
義
と
は
対
照
的
に
、
社
会
主
義
運
動 

竹
か
っ
て
の
"四
〇
年
代
"
の
0

標
を
失
い
、
労
働
表
階
級
の
運
動
の
具
本
的

な
進
め
方
、
そ
の
組
織
お
よ
び
，戦
術
等
も
、
各
資
本
主
義
諸
国
の
発
展
の
テ
ン 

ポ
ヘ
お
よ
び
そ
の
諸
条
件
の
相
違
等
か
ら
、

1

の
な
い
不
安
定
な
も
の
と
な
る 

■傾
向
が
.あ
っ
た
：
j
.
A
.
六
四
年
の
第j.

ィ
ン
ター

ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
結
成
は
、
主 

と
し
て
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
、
こ
の
よ
う
な
社
会
主
義
お
よ
び
労
働
運 

動
の
四
分
五
裂
の
状
勢
の
な
か
で
、
社
会
主
義
勢
力
の
再
建
お
よ
び
結
集
を
は 

か
.り
、
こ
れ
を
中
心
と
し
て
各
国
の
労
働
組
合
主
義
者
お
よ
び
民
^
ま
義
者
な 

ど
の
連
合
統I

戦
線
を
は
か
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
科
学
的
社
会 

主
義
を
も
っ
て
理
論
的
に
武
装
し
V

た
ん
に
防
衛
的
組
織
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
 

資
本
主
義
の
土
台
を
揺
が
す
よ
う
な
革
命
的
組
織
に
育
て
上
げ
よ
う
と
す
る
意■ 

図
が
、
彼
ら
の
胸
の
中
に
当
然
に
，秘
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。 

そ
し
て
こ
の
よ
う
.な
重
要
な
使
命
を
担
う
国
際
.

g

組
織
の
中
枢
こ
そ
、
こ

の
.総

1

八
六
六
年
か
ら
.

一:

八
六
八
年
.に
至
る
第.一::

イ
ン
タ
ー

ナ

シ
3
ナ
ル
の
総
務
委
員
会
.に
か
ん
'す

る

史

料(

そ

の

一)

六

五
.

(

三
〇
七

)


